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●今月の主な内容
まちのデータ（2011.9.1 現在）
人　口　　81,077（− 7 8）
　男　　　40,217（− 3 4）
　女　　　40,860（− 4 4）
世帯数　　32,696（− 2）
　（　）内は前月との比較

表紙写真：３月の東日本大震災、先日の台風12号による被
害など、最近、防災について改めて考え直す人も多いので
はないでしょうか。今年の「本庄市総合防災訓練」は、９
月10日、激しい地震が発生し、水道・ガス等のライフライ
ンにかなりの被害が出ているという想定のもと、秋平小学
校で実施されました。自治会・ＰＴＡのみなさん、児童な
ど約500人の参加があり、初期消火訓練、避難訓練、給水
訓練などいろいろな訓練が行われましたが、それぞれの場
面で真剣に取り組むみなさんの姿が印象的でした。

いろいろな訓練を体験しました！

●  はにわdeまちづくりサミットin本庄2011 ････････････････ ２
●  子ども手当制度が変わります ･････････････････････････････ ３
●  わたしたちの国保 ･･･････････････････････････････････････ 4
●  本庄まつり・こだま秋まつり ･････････････････････････････ 30

10月22日にぼく

の仲間がシルク

ドームに集まるよ！

　　　　

※公共施設建替えについてのアンケートが折り込まれています。



2

10：00 〜　オープニング（本庄第一高校吹奏楽部）
10：30 〜　開会セレモニー
11：10 〜　はに丸ショー
11：30 〜　基調講演会
12：20 〜　各地のゆるキャラ大集合（１回目）
13：00 〜　パネルディスカッション
14：30 〜　各地のゆるキャラ大集合（２回目）
エンディング（だんべえ踊り・本庄翔舞）
※進行の都合で時間が前後する場合があります。

メインステージでの
イベントスケジュール
（予定）です♬



支給月額（子ども１人当たり）

区　分 金　額

０〜３歳未満 15,000 円

３歳〜小学校修了前（第１、２子） 10,000 円

３歳〜小学校修了前（第３子以降） 15,000 円
中学生（15歳になった後の最初の３月
　31日までの子ども） 10,000 円

3 平成23年10月１日号

　

子
ど
も
手
当
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
に
基
づ
き

審
査
し
、
該
当
す
る
人
に
支
給
し

ま
す
。

対
象　

中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も

　

を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
家
計

　

の
主
宰
者
（
主
に
生
計
を
支
え

　

て
い
る
人
）
が
申
請
者
と
な
り

　

ま
す
。

※
所
得
制
限
等
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
公
務
員
の
人
は
職
場
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

支
給
期
間　

10
月
分
～
平
成
24
年  

　

３
月
分
ま
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑(

朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の)

・
申
請
者
の
本
人
確
認
で
き
る
も

　

の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
預
金

　

通
帳

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出

す
る
書
類（
外
国
人
登
録
証
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
の
内
容
が
変
わ
っ
た
ら

　

次
の
よ
う
に
、
届
け
出
て
い
る

内
容
が
変
わ
っ
た
と
き
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
遅
れ
た

月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
や
、
遡
っ
て
手
当
を
返
還
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
他
の
市
区
町
村
に
転
出
す
る
と

　

き
○
出
生
な
ど
に
よ
り
児
童
が
増
え

　

た
と
き

○
児
童
と
別
居
し
た
と
き

○
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
な
ど

　

子
ど
も
手
当
制
度
の
変
更
に
伴

い
、
該
当
年
齢
の
お
子
さ
ん
の
い

る
世
帯
に
は
、
認
定
請
求
書
等
を

お
送
り
し
ま
す
（
11
月
中
旬
発
送

予
定
）。
詳
し
く
は
、
通
知
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
お
子
さ
ん
と
別
居
の
場
合
な
ど
、

通
知
が
届
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
申
請
猶
予
期
間
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
に
受
給
資
格
が
あ
る

人
は
、
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で

に
申
請
す
れ
ば
、
10
月
分
か
ら
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
期
日
を
過
ぎ
る
と
、
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

施
行
日
以
降
に
出
生
や
転
入
の

届
出
を
し
た
場
合
は
、
通
知
が
届

き
ま
せ
ん
。
認
定
請
求
書
は
、
申

請
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め

に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
が

支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
申
請
が
遅
れ
る
と
遅
れ
た
月
分

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

　申請開始時期には

窓口が混み合うこと

が予想されます。

お時間に余裕を持っ

てお越しください。

子ども手当制度が変わります

平成23年10月から子ども手当が新しい制度になりました。
今まで手当を受けている人も必ず認定請求が必要です。

★子育て支援課☎�１１３０
　市民福祉課☎�１３３１（内線３１６）

子
ど
も
手
当
を
受
け
る
に
は

①
施
行
日
（
10
月
１
日
）
現
在

　

支
給
要
件
の
あ
る
人

②
施
行
日
（
10
月
１
日
）
以
降

　

に
資
格
が
発
生
し
た
人
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保
険
税
は
重
要
な
財
源
で
す

　

平
成
23
年
度
の
当
初
予
算
額
で

は
、
歳
入
に
占
め
る
保
険
税
の
割

合
が
国
庫
支
出
金
に
次
い
で
多
く
、

両
方
を
合
わ
せ
て
約
５
割
を
占
め

て
お
り
、
保
険
税
が
い
か
に
重
要

な
財
源
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
の
大
部
分
は
保
険

給
付
費
（
主
に
保
険
医
療
費
）
が

占
め
て
お
り
、
保
険
医
療
費
の
増

加
で
、
国
保
財
政
は
ま
す
ま
す
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
保
険
税
の
確
保
と
医
療
費
の

節
約
が
不
可
欠
で
あ
り
、
加
入
者

の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
必
要
で
す
。

上
手
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
り
、

医
療
費
を
節
約
し
ま
し
ょ
う

　　　　　
　
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま

　
　
し
ょ
う

　

日
常
的
な
病
気
の
治
療
や
医
療

相
談
に
応
じ
て
も
ら
え
る｢

か
か

り
つ
け
医｣

が
い
る
と
安
心
で
す
。

自
宅
近
く
の
医
師
に
か
か
り
つ
け

医
に
な
っ
て
も
ら
い
、
気
に
な
る

症
状
が
あ
っ
た
ら
、
ま
ず
は
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

　
　
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
開
発

コ
ス
ト
が
か
か
ら
な
い
分
安
く
提

供
が
で
き
、
み
な
さ
ん
の
医
療
費

の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。
医
師
や

薬
剤
師
に
相
談
し
、
上
手
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

希
望
カ
ー
ド
は
、
保
険
証
更
新

時
に
世
帯
に
１
枚
同
封
し
て
い
ま

す
。
無
記
名
式
の
た
め
世
帯
内
で

共
有
可
能
で
す
。

　
　
休
日
や
夜
間
の
受
診
を
減

　
　
ら
し
ま
し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
の
受
診
は
割
増
料

金
が
か
か
り
、
医
療
費
の
増
加
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
軽
症
者

が
救
急
医
療
を
受
診
す
る
こ
と
に

よ
り
、
緊
急
性
の
高
い
重
症
患
者

へ
の
治
療
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　

必
要
な
人
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

早
目
の
受
診
を
心
が
け
、
お
子
さ

ん
の
場
合
に
は
、
小
児
救
急
電
話

相
談
（
＃
８
０
０
０
）
を
利
用
す

る
な
ど
、
休
日
、
夜
間
の
受
診
を

減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

「
み
ん
な
健
康
で
国
保
財
政
も

健
全
」

　

医
療
機
関
で
保
険
証
を
提
示
し

て
医
療
を
受
け
た
と
き
、
窓
口
で

の
支
払
い
は
実
際
に
か
か
っ
た
医

療
費
の
１
～
３
割
の
金
額
で
す
。

残
り
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
約
半

分
は
国
・
県
で
負
担
（
退
職
国
保

は
除
く
）
さ
れ
、
残
り
の
半
分
は

み
な
さ
ん
が
納
め
た
保
険
税
で
ま

か
な
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
医
療
費
が
増
加
す
る

と
国
保
の
負
担
が
増
え
、
そ
の
負

担
を
ま
か
な
う
た
め
保
険
税
が
値

上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
健
康
の
た
め
、
そ

し
て
健
全
な
国
保
財
政
の
運
営
を

図
る
た
め
に
も
、
医
療
費
の
節
約

に
努
め
、
ま
た
、
日
頃
か
ら
健
康

管
理
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

平成23年度　国保当初予算額

８６億９１４万円
（前年対比１.４％増）

国庫支出金
2,155,938
25.0％

保険税
1,924,640
22.4％

療養給付費等
交付金
453,336
5.3％

県支出金
397,263
4.6％

繰越金他
39,031
0.5％

市繰入金
838,661
9.7％

前期高齢者
交付金

1,793,856
20.8％

共同事業交付金
1,006,417
11.7％

歳入
（千円）

保険給付費
5,888,003
68.4％

後期高齢者支援金
1,014,076
11.8％

介護納付金
441,501
5.1％

総務費
143,078
1.7％

保険事業他
116,050
1.3％

共同事業
拠出金

1,006,434
11.7％

歳出
（千円）

わ
た
し
た
ち
の
国
保

1

２３

国
民
健
康
保
険
ガ
イ
ド

わ
た
し
た
ち
の
国
保

国保加入世帯
13,230世帯
被保険者数
24,319人

（平成23年９月１日現在）
お問い合わせ先
保　険　課
☎�1116



　10月１日からお使いいただく
新しい保険証（灰色）を９月下
旬に「簡易書留郵便」で送付し
ました。
　簡易書留郵便の受け取りには
受領印が必要です。また、不在
時には「郵便物お預かりのお知
らせ」が投かんされますので、
指示に従って受け取ってくださ
い。
　郵便局の保管期間内に受け取
れなかった場合、10月中旬頃に、
市から受領案内の通知を差し上
げますのでご確認ください。
※国民健康保険税を滞納してい
る一部の世帯には、納税相談の
後にお渡ししますので、郵送は
していません。
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◇
非
自
発
的
失
業
者
の
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職

し
た
人
（
特
定
受
給
資
格
者
）
や

雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離
職
し
た

人
（
特
定
理
由
離
職
者
）
は
、
申

告
を
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◇
保
険
証
が
変
わ
っ
た
時
に
は
お

届
け
を

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

場
合
、
自
動
的
に
国
保
の
資
格
は

喪
失
と
な
ら
な
い
た
め
、
国
保
脱

退
の
届
け
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

脱
退
の
届
け
出
を
せ
ず
に
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
等
を

受
診
す
る
と
、
後
日
国
保
が
負
担

し
た
医
療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
税
と
職
場
の
健
康
保

険
料
と
の
二
重
払
い
が
生
じ
て
し

ま
い
ま
す
。
手
続
き
は
郵
送
で
も

で
き
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
手
続
き
方
法
》

○
窓
口
の
場
合

　

国
保
と
社
会
保
険
そ
れ
ぞ
れ
の

保
険
証
を
持
参
し
保
険
課
窓
口
へ

○
郵
送
の
場
合

　

社
会
保
険
証
の
コ
ピ
ー
と
国
民

健
康
保
険
証
（
原
本
）
を
同
封
し
、

コ
ピ
ー
の
余
白
に
「
平
日
窓
口
に

行
け
な
い
た
め
郵
送
手
続
き
を
依

頼
し
た
い
」
旨
と
昼
間
の
連
絡
先
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
押
印
し

た
も
の
を
保
険
課
宛
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
交
通
事
故
等
で
保
険
証
を
使
用

す
る
場
合
に
は
至
急
連
絡
を

　

交
通
事
故
等
、
第
三
者
か
ら
受

け
た
け
が
や
病
気
な
ど
で
保
険
証

を
利
用
し
て
医
療
機
関
等
に
か
か

る
場
合
は
、
加
害
者
へ
の
求
償
の

手
続
き
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
至

急
保
険
課
に
届
け
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

対象　次の要件を全て満たす人（世帯）
①１年以上継続して国保に加入していること
②35歳以上の人
③保険税を完納していること
助成額　２万円
※人間ドック受検料が２万円以下の場合、助
成額は受検料と同額になります。

◆高額療養費
　同じ月内の医療費の自己負担額が高額になったとき、申請して認め
られると、限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
　｢70歳未満の人と70歳以上75歳未満の人」や「住民税課税世帯の人と
非課税世帯の人」等では、限度額が異なります。
　該当する人には申請のお知らせをします。お知らせ時期は、早くて
も診療月の３か月後の月末となります。
◆入院の場合
　１つの医療機関ごとの窓口負担は限度額までとなります。事前に「限
度額適用認定証」の交付を申請し、医療機関窓口に提示してください。
　ただし、70歳以上75歳未満で住民税が課税されている世帯の人は申
請の必要はありません。
◆特定疾病の場合
　人工透析を必要とする慢性腎不全等で、長期にわたり高額な治療を
必要とする特定疾病の人は、一つの医療機関ごとの窓口負担は１万円
(70歳未満の上位所得者は２万円）までとなります。「特定疾病療養受
療証」の交付を申請し、医療機関等窓口に提示してください。
◆高額療養費受領委任払
　一つの医療機関等の外来で限度額を超える請求があったときに、患
者本人の支払いは限度額までとなり、限度額を超えた高額療養費に相
当する金額は、市が直接医療機関等へ支払うものです。
　この制度を利用できる人は、原則として国民健康保険税を滞納して
いない世帯の人です。また、治療を受けた医療機関等で、受領委任払
い制度の利用の同意を得ることが必要です。
◆高額医療・高額介護合算療養費
　年間の医療費が高額になった世帯に介護保険の受給者がいる場合、
国民健康保険と介護保険の両方の自己負担を合算し、年間の限度額を
超えた場合に申請して認められると、超えた分が高額介護合算療養費
として支給されます。
　申請のお知らせをする時期は、例年12月頃を予定しています。

　この健診は、『内臓脂肪症候群（メタボリッ
クシンドローム）』に着目したものです。対
象者には毎年、通知を発送しています。期間
内に、必ず受診しましょう。
対象　40歳以上の人
※ただし、妊娠中の人、施設入所者、長期入
院患者、人間ドック受検者（結果を提示した
人）等は除きます。

　被保険者が出産した時、１児につき39万円
（産科医療補償制度加入医療機関で出産した
場合42万円）を支給しています。申請方法に
ついては、医療機関などにご確認ください。
※他の社会保険等に１年以上加入の被保険者
が退職後６か月以内に出産し、その社会保険
等から支給される場合は、国保からは支給さ
れませんのでご注意ください。

　被保険者が死亡した時、葬祭を行う人に
５万円を支給します。

市では、国保加入者を対象に次の事業を行っています
◇人間ドック助成 ～医療費が高額になった時～

◇特定健康診査

◇出産育児一時金支給制度

◇葬祭費支給制度

届きましたか？
　　保険証が更新されました



★子育て支援課☎�１１３０

　市では、子どもたちの安全のため、また保護者のみなさんが安心して働くことができるよう、保護者が仕事
等の理由で放課後に留守となる児童を対象に学童保育事業を行っています。
　詳しくは、各クラブへ直接お問い合せください。

◎市内学童保育所

名　称 所在地 主な対象
小学校区 電話番号 平成 24 年度

募集時期（予定）

公
　
立

前原学童保育室 前原児童センター内 中央小、本庄西小 前原児童センター
12月中旬〜１月中旬

(広報ほんじょう12月

号でお知らせ予定）

藤田学童保育室 藤田小学校内 藤田小 ☎�９８２０
日の出学童保育室 日の出児童センター内 本庄東小 日の出児童センター
寿学童保育室 寿2-4-24 本庄東小 ☎�０４２０

民 

間 

委 

託 

ク 

ラ 

ブ

ちびっ子ステーション 都島234-3 旭小 ☎�７００５ １月下旬〜２月下旬
童夢館竹の子 西富田367 本庄南小 ☎�３２４４ 10月中旬〜12月中旬
いずみクラブ 朝日町3-6-29 本庄東小、北泉小 ☎�１７９８ ２月中旬
ほほえみキッズクラブ 緑2-15-4 中央小 ☎�１０１８ ９月中旬〜11月中旬
恵アフタースクール 西五十子620-1 本庄東小、北泉小 ☎�２５７２ 12月中旬〜１月中旬
学童保育所みらい 小島6-6-16 本庄西小 ☎�３０７５ ２月上旬
学童保育わかくさ 仁手669-4 仁手小、藤田小、本庄東小 ☎�５００１ 11月上旬〜12月上旬
つくしんぼ学童保育クラブ 児玉町児玉1352-1 児玉小 ☎�０４２６ ２月上旬
ひまわり学童保育クラブ 児玉町金屋960-2 金屋小 ☎�６１８４ ２月上旬
きらきら学童保育クラブ 児玉町蛭川915-6 共和小 ☎�３８４５ 11月上旬〜12月下旬
あおぞら学童保育クラブ 児玉町秋山2408 秋平小 ☎�８７７３ ３月上旬
むさし元気学童保育所 児玉町吉田林10-3 児玉小、金屋小 ☎�１２１１ 11月中旬〜12月中旬

※平成24年度募集時期については、今後変更となる場合もあります。
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楽しいイ
ベント盛りだくさん！

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行

政
相
談
委
員
が
、
行
政
相
談
所
を

開
設
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

国
や
県
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、

苦
情
や
要
望
を
お
持
ち
の
人
は
、

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
20
日
㈭　

午
前
10
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

※
毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
後
１
時

か
ら
４
時
ま
で
、
行
政
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

会
場　

市
役
所
１
階
１
０
１
会
議

　

室
相
談
内
容　

福
祉
、
道
路
、
医
療
、

　

保
険
、
年
金
な
ど

◎
行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）

・
石
田　

祐
寛
☎
�
３
４
１
５

・
福
島　

教
子
☎
�
３
０
６
０

・
立
花　

勲　

☎
�
１
３
７
３

★
市
民
課
☎
�
１
１
１
３

　

上
田
裕
二
選
挙
管
理
委
員
の
退

職
に
よ
り
欠
員
が
生
じ
た
た
め
、

９
月
１
日
付
で
金
井
都
代
選
挙
管

理
委
員
補
充
員
が
補
欠
さ
れ
ま
し

た
。

★
選
挙
管
理
委
員
会
☎
�
１
１
８

　

７

　

10
月
21
日
㈮
か
ら
、
50
㏄
以
下

の
原
動
機
付
自
転
車
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
（
課
税
標
識
）
は
、「
は

に
ぽ
ん
」
の
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
た

新
し
い
も
の
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

※
現
行
の
課
税
標
識
を
希
望
す
る

人
は
、
在
庫
分
に
限
り
、
引
き
続

き
希
望
者
に
交
付
し
ま
す
。

★
課
税
課
☎
�
１
１
２
２

50
㏄
以
下
の
原
動
機
付
自
転
車
が

「
は
に
ぽ
ん
」
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
切
り
替
わ
り
ま
す

市内学童保育所のご案内

10
月
17
日
㈪
〜
23
日
㈰
は

　

「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

選
挙
管
理
委
員
に
金
井
都
代
氏

見本（イメージ）

金井 都代 氏
（日の出３丁目）



10月２日㈰ 根 岸 医 院 児 玉 町 児 玉 ☎�００７１

10月９日㈰ 服 部 ク リ ニ ッ ク 東 台 ４ 丁 目 ☎�４６７１

10月10日㈷ 春 山 眼 科 医 院 け や 木 １ 丁 目 ☎�２１６０

10月16日㈰ ヒ グ チ ク リ ニ ッ ク 栗 崎 ☎�５３００

10月23日㈰ 上 武 病 院 小 島 ５ 丁 目 ☎�０１１１

10月30日㈰ へ ん み 眼 科 医 院 小 島 １ 丁 目 ☎�３７０２

11月３日㈷ 逸 見 耳 鼻 咽 喉 科 医 院 駅 南 ２ 丁 目 ☎�４８５２

11月６日㈰ 松 本 産 婦 人 科 医 院 千代田１丁目 ☎�３３７７

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・祝日開設）
　( 本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～ 10 時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。

●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もありますので、確認
　してからお出かけください。

ご利用ください！小児救急電話相談｢#8000｣
　休日や夜間のお子さんの急病時に
ご利用ください。県内であれば、
プッシュ回線の電話や携帯電話から
「#8000」を押すとつながります。
（相談料無料・通話料利用者負担）
受付時間
・月曜日～土曜日 午後７時～11時
・日曜日､祝日､年末年始 午前９時～
　午後11時

★ 119 番は、緊急時（火災やけが人
など）の受付専用電話番号です。夜間
など、時間外に診療可能な病院につい
ては、児玉郡市広域消防本部指令課

（☎� 1119）でご案内していますの
で、ご利用ください。ただし、診療科
目によっては、県外や児玉郡市以外の
病院をご案内する場合もあります。

休 日 急 患 の 診 療

◎介護予防講座
日　時 内　容 会　場

第１回 11月４日㈮　午前10時〜正午 簡単ストレッチとらくらく筋トレ 早稲田リサーチパーク・コミュニ
ケーションセンター２階情報資料室第２回 11月11日㈮　午前10時〜正午 転ばないためのウォーキング

第３回 11月18日㈮　午前10時〜正午 おいしくて元気になる食事 中央公民館２階調理室
第４回 11月25日㈮　午前10時〜正午 関節痛を楽にするためのひけつ

早稲田リサーチパーク・コミュニ
ケーションセンター２階情報資料室第５回 12月２日㈮　午前10時〜正午 認知症を防いで楽しい毎日を

第６回 12月７日㈬　午前10時〜正午 自宅で簡単にできる口腔ケア

7 平成23年10月１日号

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、「
あ

た
た
か
い
目
で
見
守
る
こ
と
」
を

基
本
と
し
て
、
自
分
の
で
き
る
範

囲
で
サ
ポ
ー
タ
ー
に
取
り
組
む
も

の
で
す
。

　

受
講
修
了
者
に
は
、
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
を
配
付
し
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈫　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時

会
場　

仁
手
公
民
館

費
用　

無
料

申
込　

電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　

７

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い
人

の
た
め
に
、
要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
を
防
ぐ
た
め
の
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

日
時
・
内
容
・
会
場　

下
表
の
と

　

お
り

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65

　

歳
以
上
で
、
全
て
の
日
程
に
参

　

加
で
き
る
人

定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

申
込　

10
月
11
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
左
記
へ

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　

７

　

尿
も
れ
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。「
仕
方
が
な
い
」
と
あ
き
ら

め
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

尿
も
れ
は
多
く
の
人
が
経
験
し

て
い
る
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
身
近

な
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。
尿
も
れ
に
つ

い
て
知
り
、
改
善
す
る
た
め
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
㈬　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

講
師　

内
田　

陽
子　

氏
（
群
馬

　

大
学
医
学
部
保
健
学
科
准
教
授
）

演
題　
「
輝
く
私
に
！！
」
ト
イ
レ

　

に
悩
ま
な
い
排
尿
の
お
話

定
員　

１
５
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

★
介
護
い
き
が
い
課
☎
�
１
１
２

　

７

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催

介
護
予
防
講
演
会
を
開
催

介
護
予
防
講
座
を
開
催

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
で
き
る
範
囲
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
を
応
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。



8

耐
震
診
断
補
助
金
交
付
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
建
築
物

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
で
、
昭

　

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事

　

に
着
手
さ
れ
た
一
戸
建
て
の
住

　

宅
又
は
店
舗
部
分
が
２
分
の
１

　

未
満
の
併
用
住
宅
で
あ
る
こ
と

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に
増

　

改
築
を
し
て
い
な
い
こ
と

・
地
階
を
除
く
階
数
が
２
以
下
で

　

あ
る
こ
と

・
耐
震
診
断
の
補
助
対
象
者
本
人

　

又
は
１
親
等
以
内
の
親
族
が
所

　

有
し
て
い
る
こ
と

補
助
対
象
者

・
対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市
税

　

を
完
納
し
て
い
る
人
（
居
住
者

　

と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、

　

所
有
者
も
市
税
を
完
納
し
て
い

　

る
こ
と
）

・
申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に

　

耐
震
診
断
の
補
助
金
の
交
付
を

　

請
求
で
き
る
こ
と

補
助
金
額

・
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
２

　

分
の
１
以
内
（
上
限
５
万
円
）

耐
震
改
修
補
助
金
交
付
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
建
築
物

・
耐
震
診
断
補
助
金
交
付
制
度
の

　

対
象
建
築
物
に
該
当
し
た
建
築

　

物
で
あ
る
こ
と

・
耐
震
診
断
に
よ
る
上
部
構
造
評

　

点
が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ

　

た
建
築
物
で
あ
る
こ
と

補
助
対
象
者

・
対
象
建
築
物
に
居
住
し
、
市
税

　

を
完
納
し
て
い
る
人
（
居
住
者

　

と
所
有
者
が
異
な
る
場
合
は
、

　

所
有
者
も
市
税
を
完
納
し
て
い

　

る
こ
と
）

・
申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に

　

耐
震
改
修
の
補
助
金
の
交
付
を

　

請
求
で
き
る
こ
と

補
助
の
対
象
と
な
る
耐
震
改
修

・
建
築
士
事
務
所
に
所
属
す
る
建

　

築
士
が
耐
震
改
修
設
計
を
行
う

　

こ
と

・
耐
震
改
修
の
設
計
図
は
、
耐
震

　

改
修
実
施
後
の
耐
震
診
断
で
所

　

定
の
構
造
強
度
が
得
ら
れ
る
こ

　

と
が
確
認
で
き
る
も
の

・
耐
震
改
修
工
事
の
工
事
監
理
及

　

び
現
場
検
査
を
建
築
士
事
務
所

　

に
所
属
す
る
建
築
士
が
行
う
こ

　

と
補
助
金
額

・
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

　

の
15
・
２
％
（
上
限
20
万
円
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
建
築
開
発
課
☎
�
１
１
４
０

建
築
に
関
す
る
法
令
等
の

　
　
　
　
　
　
　

説
明
会
を
実
施

日
時　

10
月
19
日
㈬　

午
後
２
時
〜

　

４
時

会
場　

市
役
所
６
階
大
会
議
室

対
象　

埼
玉
県
民
、
建
築
関
係
者
、

　

行
政
職
員
ほ
か

内
容

・
建
築
確
認
に
関
す
る
手
続
き
制

　

度
に
つ
い
て

・
太
陽
光
発
電
の
メ
リ
ッ
ト
と
補

　

助
制
度
に
つ
い
て

・
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の
派

　

遣
者
の
報
告
（
応
急
危
険
度
判

　

定
業
務
）
ほ
か

※
建
築
士
に
よ
る
耐
震
診
断
・
改

修
等
の
無
料
相
談
会
を
同
時
開
催

し
ま
す
。

※
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
当

日
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
実
施

日
時　

10
月
17
日
㈪

場
所　

市
内
一
円

＊
詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
８
―
５
３
３
―
８
７
７

　

６
、
市
建
築
開
発
課
☎
�
１
１

　

４
０

地
震
の
と
き
、
あ
な
た
の
お
住
ま
い
は
安
全
で
す
か
？

　
　
　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
改
修
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

『
ル
ー
ル
守
っ
て
明
る
く
住ス

マ
イ
ル
』

　
　
〜
違
反
建
築
な
く
そ
う
運
動
を
実
施
し
ま
す
〜

　

市
で
は
、
昭
和
56
年
の
建
築
基
準
法
改
正
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
を
行

う
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
居
住
者
に
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
業
者
と
の
契
約
及
び
工
事
等
を
行
う
前
に
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
『
ル
ー
ル
守
っ
て
明
る
く
住
マ
イ
ル
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
違
反
建

築
な
く
そ
う
運
動
」
を
埼
玉
県
下
一
斉
に
10
月
11
日
㈫
か
ら
20
日
㈭
ま

で
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
安
心
・
安
全
で
快
適
な
住
ま
い
づ
く
り
・
街
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
、
埼
玉
県
、
市
町
及
び
㈳
埼
玉
建
築
士
会
が
行
う
も

の
で
す
。

▲昨年の説明会の様子
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受
付
期
間

　

10
月
29
日
㈯
～
11
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

　

５
時
（
た
だ
し
11
月
６
日
㈰
は

　

正
午
ま
で
）

公
開
抽
選

　

11
月
６
日
㈰　

午
後
２
時
（
予

　

定
）

募
集
画
地
数　

９
画
地

＊
申
込
受
付
場
所
、
申
込
方
法
等

　

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
・
本
庄
都
市
開

　

発
事
務
所
☎
�
４
７
０
０

募
集
期
間　

10
月
３
日
㈪
～
11
月

　

４
日
㈮

対
象

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

②
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を

　

有
す
る
人

③
市
税
の
納
税
義
務
を
有
す
る
人

④
こ
の
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す

　

る
人

閲
覧
場
所

　

自
治
防
災
課
（
市
役
所
３
階
）、

　

総
務
課
（
総
合
支
所
２
階
）、
中

　

央
公
民
館
、
図
書
館
（
本
館
・

　

児
玉
分
館
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
ま
す
。

閲
覧
時
間

　

各
閲
覧
場
所
の
開
庁･

開
館
時
間

意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
記
入

　

の
う
え
、
直
接
又
は
郵
送
・

　

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
で

　

自
治
防
災
課
へ

意
見
の
提
出
先

・
郵
送
先　

〒
３
６
７
―
８
５
０

　

１　

本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　

本
庄
市
役
所
自
治
防
災
課
ま
ち

　

づ
く
り
係

所
在
地　

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
土

　

地
区
画
整
理
事
業
地
内　

市
有

　

地
（
仮
換
地
）
39
街
区
７
画
地

面
積
等　

市
街
化
区
域　

４
１
４
・

　

37
㎡

用
途
地
域　

第
一
種
低
層
住
居
専

　

用
地
域
（
建
蔽
率
50
％
・
容
積

　

率
80
％
）　

高
さ
制
限
10
ｍ

地
区
計
画

　

本
庄
早
稲
田
駅
周
辺
地
区 

地

　

区
計
画
（
Ｄ
―
２
地
区
）

入
札
参
加
申
込　

10
月
19
日
㈬
か

　

ら
21
日
㈮
ま
で
に
財
政
課
へ

※
入
札
前
ま
で
に
、
入
札
保
証
金

の
支
払
い
が
必
要
で
す
。

入
札
・
開
札
日
時　

10
月
28
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜

※
入
札
参
加
要
領
、
申
込
書
等
は
、

10
月
４
日
㈫
か
ら
財
政
課
（
市
役

所
３
階
）
で
配
布
し
ま
す
。

※
入
札
に
参
加
す
る
に
は
、
事
前

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
入
札
参

加
要
領
を
必
ず
お
読
み
く
だ
さ
い
。

★
財
政
課
☎
�
１
１
６
５

・
電
子
メ
ー
ル　

jitibousai@

　

city.honjo.lg.jp

意
見
の
取
り
扱
い

　

意
見
に
対
す
る
考
え
方
及
び
修

　

正
案
は
、
内
容
を
公
表
し
ま
す
。

　

類
似
の
意
見
は
取
り
ま
と
め
て

　

公
表
し
ま
す
。
住
所
・
氏
名
等

　

は
公
表
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
意

　

見
に
対
す
る
個
別
の
回
答
は
行

　

い
ま
せ
ん
。

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
１
８
・

　

蕭
�
０
６
０
２

公
売
物
件

①
所
在　

見
福
５
丁
目
４
４
５
番

　

16
・
地
目　

畑

・
地
積　

２
０
３
㎡

②
所
在　

見
福
５
丁
目
４
４
５
番

　

13
・
地
目　

公
衆
用
道
路

・
地
積　

１
３
６
㎡
持
分
７
分
の

　

２
日
時　

10
月
18
日
㈫　

午
後
１
時

　

30
分
〜
２
時

会
場　

埼
玉
県
熊
谷
地
方
庁
舎
４

　

階
大
会
議
室

★
収
納
課
☎
�
１
１
２
０

不
動
産
を
公
売
し
ま
す

市
の
土
地
を
売
却
し
ま
す

「
第
９
次
本
庄
市
交
通
安
全
計
画
」（
案
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
な
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

宅
地
分
譲
を
実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
税
の
滞
納
処
分
に
よ
っ
て
差
し
押
さ
え
た
不
動
産
を
公

売
し
ま
す
。

　

公
売
は
、
県
及
び
北
部
地
域
の
市
町
と
共
同
で
行
い
ま
す
。
公
売
の

手
続
き
や
公
売
財
産
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
収
納
課
（
市
役
所
１
階
）

及
び
埼
玉
県
本
庄
県
税
事
務
所
に
あ
る
「
不
動
産
共
同
公
売
広
報
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
公
売
財
産
の
詳
細
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
㈱
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

　

市
で
は
、
次
の
物
件
に
つ
い
て
市
有
地
売
り
払
い
の
一
般
競
争
入
札

を
実
施
し
ま
す
。

　

市
で
は
、「
第
９
次
本
庄
市
交
通
安
全
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
計
画
案
に
対
す
る
ご
意
見
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

　

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
（
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
）
は
、
本
庄
早
稲

田
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
個
人
の
お
客
様
向
け
住
宅

用
地
の
公
募
（
第
一
次
）
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。　
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埼
玉
県
で
は
、
不
法
投
棄
を
撲

滅
す
る
た
め
、
市
町
村
や
民
間
と

連
携
し
て
、
強
化
期
間
に
不
法
投

棄
監
視
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
、
産

業
廃
棄
物
運
搬
車
両
路
上
調
査
の

実
施
な
ど
、
不
法
投
棄
等
防
止
の

取
り
組
み
を
集
中
的
に
実
施
し
ま

す
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
す

ぐ
に
左
記
へ
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
―
５
３
０
―
３
８
４

（
24
時
間
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
埼
玉
県
産
業
廃
棄
物
指
導
課
監 

　

視
・
指
導
担
当
☎
０
４
８
―
８

　

３
０
―
３
１
３
６

　

本
庄
ま
つ
り
で
市
内
が
一
時
通

行
止
め
と
な
る
た
め
、
本
庄
地
域

の
一
部
で
は
、
次
の
日
程
で
ご
み

収
集
を
中
止
し
ま
す
。

　

次
回
収
集
日
ま
で
、
ご
家
庭
で

の
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
11
月
２
日
㈬

【
不
燃
ご
み
】
収
集
中
止

対
象　

宮
本
町
・
泉
町
・
上
町
・

　

仲
町
・
諏
訪
町　

●
11
月
３
日
㈷

【
不
燃
ご
み
】
収
集
中
止

対
象　

台
町

【
可
燃
ご
み
】
収
集
中
止

対
象　

宮
本
町
・
泉
町
・
上
町
・

　

照
若
町·

仲
町·

本
町·

南
本
町

※
そ
の
他
の
地
域
の
ご
み
は
、
通

常
ど
お
り
収
集
し
ま
す
。

※
11
月
２
日
㈬
の
本
庄
地
域
の
粗

大
ご
み
リ
ク
エ
ス
ト
収
集
は
、
一

部
地
域
で
収
集
を
中
止
し
ま
す
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
２

　

市
で
は
、
10
月
１
日
㈯
か
ら
31

日
㈪
ま
で
、
放
置
自
転
車
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

自
転
車
を
利
用
す
る
人
は
、
駐
輪

場
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

路
上
等
、
駐
輪
場
以
外
の
場
所

に
自
転
車
を
置
く
と
、
通
行
の
妨

げ
や
生
活
環
境
を
阻
害
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
に
限
ら
ず
、
撤
去
、
移
動

し
ま
す
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
２
、

　

環
境
産
業
課
☎
�
１
３
３
１(

内

　

線
２
３
１
）

①
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ｅ（
リ
デ
ュ
ー
ス
）

　

物
を
大
切
に
使
い
、
ご
み
を
出

さ
な
い
工
夫
を
し
ま
す
。

②
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ
（
リ
ユ
ー
ス
）

　

使
え
る
も
の
を
捨
て
ず
に
再
使

用
し
ま
す
。

③
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ(

リ
サ
イ
ク
ル
）

　

資
源
と
し
て
再
び
利
用
し
ま
す
。

　

３
Ｒ
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
で

き
る
だ
け
有
効
に
使
い
、
環
境
と

経
済
を
両
立
す
る「
循
環
型
社
会
」 

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

　
「
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
」「
過

剰
包
装
を
避
け
る
」「
ご
み
を
分

別
し
排
出
す
る
」
な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
２

　市では、ごみを減らし、地球環境
を守るため、マイバッグ・マイボト
ルの普及やレジ袋の削減キャンペー
ンを実施しています。
　買い物にはマイバッグを、お出か
けにはマイボトルを持って行きま
しょう。みなさんのご協力をお願い
します。

キャンペーンでマイバッグを配布

お買い物にはマイバッグ＆
お出かけにはマイボトル

〜
10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す
〜

　
　
　
　

ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

放
置
自
転
車
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
実
施
し
ま
す

10
月
20
日
〜
12
月
31
日
は

　
　
　
　

不
法
投
棄
等
防
止
強
化
期
間
で
す

本
庄
ま
つ
り
の

交
通
規
制
に
伴
い

ご
み
収
集
を
中
止
し
ま
す
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日
時　

10
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
～

　

午
後
４
時
30
分

会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク･

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
１

時
間　

午
前
11
時
～
午
後
０
時
30

　

分
内
容　

対
談
『
不
況
に
負
け
な
い

　

企
業
経
営
を
探
る
』
―
産
学
連

　

携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
へ
の
挑

　

戦
―

講
師　

浜
野　

慶
一　

氏
（
㈱
浜

　

野
製
作
所
代
表
取
締
役
）、
鵜

　

飼　

信
一　

氏
（
早
稲
田
大
学

　

商
学
学
術
院
教
授
）

■
食
の
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

　

分

内
容　

講
演
『
弁
当
の
日
』
―
小

　

学
生
が
作
る
お
弁
当
―
、
座
談

　

会
『
キ
ッ
ズ
料
理
教
室
』

講
師　

安
武　

信
吾　

氏
（
㈱
西

　

日
本
新
聞
社
）

座
談
会　

キ
ッ
ズ
料
理
教
室
に
参

　

加
し
て
い
る
小
学
生
・
サ
ポ
ー

　

タ
ー
と
安
武
氏

■
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
２

時
間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

内
容　

す
ぐ
で
き
る
起
業
・
創
業

　

講
座
『
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
つ

　

く
り
方
』

講
師　

耒
本　

一
茂　

氏
（
㈱
大

　

和
総
研
主
任
研
究
員
、
早
稲
田

　

大
学
非
常
勤
講
師
）

○
企
業
・
団
体
に
よ
る
自
社
製
品

　

等
の
展
示
・
発
表
会

○
地
元
安
全
農
産
物
及
び
加
工
食

　

品
の
販
売

○
敷
地
内
レ
ス
ト
ラ
ン「
馬
車
道
」

　

に
よ
る
当
日
限
定
メ
ニ
ュ
ー
で

　

の
食
事
の
提
供

○
各
種
イ
ベ
ン
ト

参
加
費　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　

研
究
推
進
機
構
☎
�
７
４
５
５

　

親
子
で
楽
し
く
遊
び
ま
せ

ん
か
。
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
の
あ
る
人
に
も
役

立
つ
情
報
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
の

楽
し
く
て
欲
張
り
な
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。　
　
　

日
時　

10
月
22
日
㈯　

午
後

　

１
時
～
３
時
、
23
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

い
ず
み
保
育
所

対
象　

０
歳
か
ら
小
学
生
ま

　

で
の
子
ど
も
と
親
、
子
育

　

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

　

の
あ
る
人

内
容

①
手
作
り
お
も
ち
ゃ
作
り

②
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
と

　

音
楽
劇

③
自
然
体
験
や
野
外
ゲ
ー
ム

④
子
育
て
支
援
者
交
流
会
な
ど　

参
加
費　

無
料

※
申
し
込
み
不
要
、
雨
天
決
行
で

す
。

★
子
育
て
応
援
団｢

本
庄
び
す
け
っ

　

と
」
代
表
・
宮
塚
☎
�
２
４
０

　

４

〜
埼
玉
県
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
応
援
事
業
〜

「
来
て
・
見
て
・
体
験
！
子
育
て
支
援
の
輪
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

〜
食
の
安
全
や
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
、
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

「
本
庄
早
稲
田
の
杜
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す

　

㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
研
究
推
進
機
構
で
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
食
の
安
全
や

も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
「
本
庄
早
稲
田
の
杜
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
講
演
や
講
座
の
ほ
か
、
食
の
安
全
・
安
心
に
取
り
組
む
食
品
加
工
企
業
・
農
産

物
生
産
者
、
本
庄
市
周
辺
の
も
の
づ
く
り
企
業
・
団
体
に
よ
る
展
示
・
販
売
等
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

基
調
講
演
・
対
談
・

　
　
　
　
座
談
会
・
講
座

イ 

ベ 

ン 

ト
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８
月
17
日
か
ら
20
日
ま
で
、
和

歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
「
第
42
回
全
国
中
学
校
卓
球
大

会
」（
中
学
校
総
合
体
育
大
会
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
、
本
庄
東
中

学
校
２
年
生
の
平
真
由
香
さ
ん
が

優
勝
し
ま
し
た
。
同
じ
く
２
年
生

の
川
北
美
礼
さ
ん
も
、
関
東
大
会

で
ベ
ス
ト
８
、
全
国
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
庄
東
中
学
校
卓
球
部

は
、
団
体
戦
で
も
関
東
大
会
で
準

優
勝
、
全
国
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８

で
し
た
。

　

平
さ
ん
は
、
昨
年
の
「
広
報
ほ

ん
じ
ょ
う
10
月
号
」
で
、「
全
国

中
学
校
卓
球
大
会　

姉
妹
で
ベ
ス

ト
８
」
と
い
う
こ
と
で
、
お
姉
さ

ん
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
昨
年
の
成
績
を
上
回

り
、
み
ご
と
全
国
優
勝
を
収
め
、

団
体
戦
の
エ
ー
ス
で
も
あ
る
平
さ

ん
に
、
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

○
試
合
中
、
苦
し
い
場
面
は
あ
り

　
ま
し
た
か
？

「
全
国
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
の
３
試

合
目
が
、
０
―
２
（
セ
ッ
ト
）
で

負
け
か
ら
始
ま
り
、
２
―
２
に
追

い
つ
い
た
も
の
の
、
５
セ
ッ
ト
目

も
３
―
７
（
点
）
で
負
け
て
い
ま

し
た
。
で
も
、
み
ん
な
の
応
援
が

力
に
な
り
、
逆
転
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。」

○
去
年
と
比
べ
て
、
成
長
し
た
と

　
こ
ろ
は
？

「
去
年
は
、
ま
だ
１
年
生
だ
と
い

う
甘
え
も
あ
り
、
試
合
で
も
諦
め

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
今
年
は
精
神
的
に
強
く
な

り
、
諦
め
な
く
な
り
ま
し
た
。」

○
こ
れ
か
ら
、
克
服
し
た
い
と
こ

　
ろ
は
？

「
細
か
い
技
術
が
、
ま
だ
ま
だ
だ

と
感
じ
ま
す
。
高
い
レ
ベ
ル
で
戦

う
た
め
に
は
、
細
か
い
と
こ
ろ
を

も
っ
と
磨
い
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。」

○
今
後
の
目
標
は
？

「
11
月
の『
全
日
本
選
手
権
カ
デ
ッ

ト
の
部
（
中
学
２
年
生
以
下
）』

で
優
勝
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
将

来
は
、
世
界
選
手
権
や
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
出
場
し
て
、
世
界
一
に
な
り

た
い
で
す
。」

■
顧
問
の
清
水
先
生
か
ら

「
彼
女
の
武
器
は
、
サ
ー
ブ
が
重

い
こ
と
で
す
。
回
転
も
多
く
て
、

手
に
当
た
る
と
跡
が
で
き
る
ほ
ど

で
す
。
い
つ
も
ギ
リ
ギ
リ
で
勝
つ

の
で
、
見
て
い
て
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
競
り
勝
つ

こ
と
が
で
き
る
か
ら
こ
そ
、
強
い

選
手
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。」

　

笑
顔
が
す
て
き
な
平
さ
ん
。
１

年
前
よ
り
、
少
し
大
人
っ
ぽ
く
な

り
ま
し
た
。
近
い
将
来
、
世
界
の

舞
台
で
活
躍
す
る
の
が
楽
し
み
で

す
ね
。

　

中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
す
ば

ら
し
い
成
績
を
収
め
た
の
は
、
本

庄
東
中
学
校
女
子
卓
球
部
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
庄
南
中
学
校
で
は
、
男
子
陸

上
部
が
活
躍
。
４
×
１
０
０
ｍ
リ

レ
ー
で
は
、
関
東
大
会
で
３
位
、

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
年
男
子
１
０
０
ｍ
で

は
、
鈴
木
陽
一
朗
さ
ん
が
関
東
大

会
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

児
玉
中
学
校
で
は
、
男
子
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
が
活
躍
。
男
子
団
体

で
関
東
大
会
に
出
場
し
、
ベ
ス
ト

８
と
な
り
ま
し
た
。

　

紙
面
で
は
紹
介
し
き
れ
ま
せ
ん

が
、
ほ
か
に
も
多
く
の
市
内
中
学

生
が
関
東
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
、

好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

め
で
た
く
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

み
な
さ
ん
を
市
長
が
訪
問
し
、
お

祝
い
の
「
寿
状
」
を
手
渡
し
ま
し

た
。 祝

　
百
歳

中
学
校
総
合
体
育
大
会
で

　
　
　
　
　
　
活
躍
し
た
み
な
さ
ん

まだまだ

いるよ！

個人優勝・団体戦のエース
平　真由香　さん
（日の出３丁目）

清水ナツさん（今井）
〈明治 44年８月１日生〉

森本やすさん（児玉町宮内）
〈明治 44年８月 21日生〉

町田キクノさん（今井）
〈明治 44年８月 10日生〉



みなさんの情報交換の場

○行＝行事案内　
○募＝会員募集

月釜（茶会）
日時　11月６日㈰・平成24年２
　　　月５日㈰・３月４日㈰・
　　　４月１日㈰
　　　正午〜午後３時
場所　諏訪しぜん亭
定員　50人　費用　500円
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　鈴木☎�３６３３

東北応援チャリティー
ハワイアン・フラ・フェスティバル
日時　10月16日㈰
　　　午前11時～午後３時
場所　セルディ
定員　600人　費用　無料
※当日直接会場へお越しください。
問い合わせ　小澤☎�２９８０

めぐみカラオケクラブ　
日時　毎月第１・２・３火曜日
　　　午前10時～正午
会場　本庄東公民館
費用　入会金1,000円
　　　月会費1,500円
※体験教室も歓迎します。
問い合わせ　平井☎�４９８６

桜華カラオケクラブ
日程　毎月３回（不定期）
場所　本庄西公民館
費用　月会費 2,000 円
問い合わせ　飯塚☎�９３３９
　　　　　　内林☎�１８３４

13 平成23年10月１日号
あて先

〒 367-8501　本庄市本庄 3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係

☎�1155・蕭�8499　※締め切りは10月14日㈮必着です。

10 月生まれのみんな

★ 11 月にお誕生日を迎える小学校就学前のお子さんの写真
を募集中です。（応募いただいた写真は返却できません。）
応募多数の場合は抽選させていただきます。なお、今月は
応募多数のため抽選させていただきました。

掲載希望や掲載申し込みは、秘書広報課（☎�1155）へ
　※市ホームページでもご覧いただけます。

◇◆応募方法◆◇
１．でんごん広場
　市内の公共施設等で活動する団体
の会員募集や行事案内の場です。
　掲載依頼書に必要事項を記入し、
秘書広報課広報広聴係に持参してく
ださい。
○応募多数の場合は、抽選させてい
　ただきます。
○掲載依頼書は、秘書広報課広報広
　聴係・市内各公民館・シルクドー
　ム・市ホームページで配布してい
　ます。
○公民館登録クラブは登録公民館を、
　体育施設登録団体は体育課を経由
　して依頼してください。
※団体の活動内容が分かる資料など
を提出していただく場合があります。

２．HAPPY　BIRTHDAY
　次の①②を秘書広報課広報広聴係
（ページ下のあて先）へ持参又は郵
送してください。
①お子さんの写真（顔全体がはっき
　りと写っているもの）
②必要事項を記入したメモなど
　必要事項：お子さんの氏名・ふり
　がな・住所・生年月日・30字程度
　のコメント・保護者の氏名・連絡先

矢
や の

野 瑛
え い た

太ちゃん（小島南３丁目)

　< 平成 22 年生まれ >

藤
ふじしげ

重 輝
あきら

ちゃん（児玉町八幡山)

　< 平成 22 年生まれ >

瑛ちゃんはパパ
とママの宝物♡
いっぱい笑って、
遊んで、楽しい
思い出を作って
いこうね！！　　　　　

名前のように、
輝かしい１年が
過ごせたね。表
情豊かなところ
が大好きだよ♡
１歳おめでとう！

田
た な か

中 歩
ほ の み

乃心ちゃん ( 見福１丁目 )
< 平成 21 年生まれ >

原
は ら だ

田 莉
り あ

愛ちゃん（児玉町児玉)

　< 平成 22 年生まれ >

ほの♡２歳おめ
でとう。みんな
を笑顔にしてく
れてありがとう。
元気いっぱい大
きくなーれ！！

１歳のお誕生日
おめでとう！こ
れからも元気いっ
ぱい、スクスク
育ってね♡♡♡

川
かわうら

浦 美
み く

来ちゃん ( 児玉町共栄 )
< 平成 20 年生まれ >

上
かみしま

島 聡
そうすけ

介ちゃん（栄３丁目)

　< 平成 21 年生まれ >

いつも笑顔を忘
れず、優しい心
の持てる人になっ
てね！ママは美
来が大好きだよ♡

ハッピーバース
デー♡これから
も頼もしく愛し
いお兄ちゃんで
いてね♡家族皆
大好きです☆　
　



 

◎放射線量測定結果（県）
（測定日：９月14日）

学校名
測定値 (μSv/h）
５㎝ 50㎝ １ｍ

中央小 0.126 0.108 0.114

いずみ保育所 0.058 0.054 0.052

児玉桜井幼稚園 0.079 0.088 0.090

金屋小 0.057 0.059 0.056

◎放射線量測定結果（市）
（測定日：９月19日）

学校名
測定値 (μSv/h）
５㎝ 50㎝ １ｍ

本庄東小 0.073 0.068 0.071

本庄西小 0.110 0.082 0.118

藤田小 0.110 0.116 0.101

仁手小 0.095 0.104 0.106

旭小 0.107 0.097 0.097

北泉小 0.060 0.057 0.050

本庄南小 0.090 0.106 0.084

中央小 0.113 0.107 0.098

児玉小 0.060 0.063 0.068

金屋小 0.043 0.045 0.041

秋平小 0.067 0.089 0.066

本泉小 0.061 0.059 0.063

共和小 0.042 0.053 0.056
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―市内の空間放射線量測定結果―
　市では、６月13日から市内13か所（すべての小学校の校庭）で放射線量の測定を
行っています。また埼玉県では、県内の幼稚園、保育園、小学校、中学校及び県
立学校の116か所について７月７日から測定を開始しました。本庄市内については、
４か所が実施されています。
（詳しくは、市ホームページ又は自治防災課でご覧いただけます｡）

＜市の測定＞
　今回の測定結果は、0.041～0.118μSv/h（マイクロシーベルト／
時間）でした。測定値には自然から受ける放射線量が含まれています。
なお、今回の測定からより詳細な調査を実施するため、埼玉県と同様
の空間放射線専用測定機器を導入し、計測を行いました。
　測定値は、計測の時間帯や天候等に影響を受けることがあるため、
あくまでも参考の数値となります。
測定機器　富士電機製 Nhc7　シンチレーションサーベイメータ（エ
　ネルギー補償型γ線測定用）
測定頻度　週１回程度（当分の間）
測定者　本庄市職員及び広域消防本部職員

＜県の測定＞
　県内を６キロメートル四方の
90のメッシュで区分し、各メッ
シュごとに測定箇所（116か所）
を設けました。
測定機器　市と同じ
測定頻度　月２回程度
測定者　環境管理事務所職員	
	 ★自治防災課☎�１１８４

― 農 畜 産 物 の 放 射 性 物 質 測 定 結 果 ―
　埼玉県で測定した市内の農畜産物(原乳)の放射性ヨウ素及び放射性セシウムは不検出でした。
◎農畜産物の測定結果（採取日９月７日・判明日９月８日）
	  ★農政課☎�１１７７

―平成24年３月31日まで義援金の受け付けを延長しました―
　市民のみなさんから東日本大震災で被災された方への義援金の受け付けを、平成24年3月31日まで延長しま
した。受付場所は次のとおりです。
受付場所　
　市役所１階市民ホール、総合支所1階市民福祉課、本庄市社会福祉協議会、図書館（本館）、中央公民館、
　セルディ、シルクドーム、東台会館、水道庁舎
	 ★社会福祉課☎�１１４２、本庄市社会福祉協議会☎�２７５５

広報ほんじょうは市内公共施設及び大型店舗にも設置しています
　市では、広報ほんじょう及び広報ほんじょうおしらせ版を自治会のご協力で各世帯にお届けするほか、市内
の公共施設（公民館、図書館、体育施設、児童センター、子育て支援センターなど）及び市内の大型店舗にも
設置しています。
　市内大型店舗の設置場所は、下記のとおりです。また、市ホームページでもご覧いただけます。
設置場所（大型店舗）
　本庄地域　アピタ本庄店、本庄ＢＬＡＬＡ、ベルク東台店、ベルク本庄店
　児玉地域　フレッセイ児玉店、ヤオコー児玉バイパス店、ヤオコー児玉南店

◇◆東日本大震災に関するお知らせ◆◇
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郷
土
の
偉
人
で
あ
る
総
検
校
塙

保
己
一
先
生
が
、
文
政
４
年
（
１

８
２
１
年
）
に
亡
く
な
ら
れ
て
か

ら
１
９
０
年
。
命
日
で
あ
る
９
月

12
日
、
先
生
の
遺
徳
を
し
の
ん
で

「
総
検
校
塙
保
己
一
先
生
遺
徳
顕

彰
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
の
混
乱
の
中
、
流

言
飛
語
に
よ
り
、
市
内
で
八
十
余

人
の
朝
鮮
人
の
尊
い
生
命
が
奪
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
犠
牲
者
の
ご
冥

福
を
祈
る
慰
霊
追
悼
の
式
典
が
、

９
月
１
日
に
東
台
５
丁
目
の
長
峰

墓
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
吉
田
市
長
を
は
じ

め
、
関
係
団
体
の
代
表
や
市
民
の

み
な
さ
ん
が
多
数
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
仏
教
会
の
僧
侶
の
読
経
に
続

き
、
市
長
の
慰
霊
の
辞
が
述
べ
ら

れ
、
そ
の
後
、
出
席
者
の
焼
香
の

列
が
続
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
出
席
者
が
菊
の
花

を
献
花
し
た
後
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
チ
ー

フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
川
野
楠
己
氏
に

よ
る
記
念
講
演
「
塙
保
己
一
と
視

覚
障
害
者
～
琵び

わ琶
法
師
か
ら
瞽ご

ぜ女
、

記
憶
の
職
業
～
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　８月26日、元小山川浄化活動推進実行委員
会の主催で、市内の小学４年生を対象に「川
と工場の学習会」が行われました。
　学習会では、児玉町小平の小平川で水生生
物調査を行い、サワガニやゲンゴロウなどの
生息を確認しました。午後は、児玉町児玉に
ある赤城乳業㈱本庄千本さくら『５Ｓ』工場
へ行き、アイスクリームの生産工程を工場見
学を通じて学ぶことができました。

　８月28日、早稲田大学本庄キャンパスで、小学４～６年生を対象に本物の大学キャンパスで学
校や家では教わらないことを学ぶ「こども大学ほんじょう」が開校しました。
　これは、埼玉県の「元気な地域を創造する子ども大学推進事業」により実施されるもので、来
年の３月まで全７回にわたって授業が行われます。第１回では「風力発電機をつくろう！」を
テーマにして、電気はどのようにして作られるのかを学び
ました。

　　まるで○○みたい…
　栗崎の小暮さんから、珍しい
形のなすが採れたと提供があり
ました。
　身の部分が手のように分かれて
いるので、ペンギンやオットセイ
のように見えます。とてもユニーク
ですね。

川と工場の学習会

「こども大学ほんじょう」開校

　
総
検
校
塙
保
己
一
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
徳
顕
彰
祭

長

峰

墓

地

慰

霊

法

要

におい当てクイズも楽しかったよ

ペットボトルで風車を作ったよ

地元の小学生が献花
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あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
本
庄
市
役
所
会
場

日
時　

10
月
13
日
㈭　

午
前
９
時

　

30
分
～
11
時
30
分
、
午
後
０
時

　

30
分
～
４
時

②
ア
ピ
タ
本
庄
店
会
場

日
時　

10
月
23
日
㈰　

午
前
10
時
～

　

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

《
①
②
共
通
》

対
象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

　
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

　

で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

　

で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

　

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　

全
血
（
４
０
０
ml
・
２
０

　

０
ml
）

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

　

本
庄
市
役
所
会
場
の
み
、
骨
髄

バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
も
同
時
に
実

施
し
ま
す
。

対
象　

18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
人

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
登

録
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
２

　

０
０
３

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
み

な
さ
ん
へ

　

大
切
な
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
に
は
、

保
守
点
検
、
清
掃
及
び
法
定
検
査

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
適
正
な
浄
化
槽
の
維
持
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
点
検
、
調
整
や
修
理

の
こ
と
で
す
。
浄
化
槽
の
規
模
等

に
よ
り
実
施
回
数
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
県
の
登
録
を
受
け

た
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
清
掃

　

浄
化
槽
内
に
た
ま
っ
た
汚
泥
の

引
き
抜
き
や
、
機
器
類
の
洗
浄
で

す
。
年
１
回
以
上
の
実
施
が
必
要

で
す
の
で
、
市
の
許
可
を
受
け
た

業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

○
法
定
検
査

　

浄
化
槽
設
置
後
３
～
５
か
月
以

内
に
実
施
す
る
水
質
検
査
と
、
年

１
回
実
施
す
る
定
期
検
査
が
あ
り

ま
す
。
指
定
検
査
機
関
で
あ
る
㈳

埼
玉
県
浄
化
槽
協
会（
☎
０
４
８
―

５
３
３
―
４
７
０
０
）
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

月
か
ら
浄
化
槽
の
法
定
検
査

制
度
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

10
月
か
ら
の
法
定
検
査
（
定
期

検
査
）
で
は
、
よ
り
正
確
な
浄
化

槽
の
機
能
診
断
の
た
め
、
検
査
項

目
に
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
）
が
追
加
さ
れ

ま
す
。（
単
独
処
理
浄
化
槽
を
除

く
）

　

ま
た
、
家
庭
用
の
浄
化
槽
の
定

期
検
査
に
つ
い
て
は
、
㈳
埼
玉
県

浄
化
槽
協
会
と
提
携
し
た
保
守
点

検
業
者
も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

定
期
検
査
を
受
け
て
い
な
い
人

は
、
保
守
点
検
業
者
、
清
掃
業
者

又
は
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
に
連

絡
し
て
、
検
査
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

★
環
境
推
進
課
☎
�
１
１
７
２
、   

   

環
境
産
業
課
☎
�
１
３
３
１
（
内  

    

線
２
３
２
）

平
成

　年
版
「
埼
玉
県
民
手

帳
」
を
頒
布
し
ま
す

サ
イ
ズ　

大
型
（
14
×
８
・
５
㎝
）

色　

２
種
類（
黒
・
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ  

   

ブ
ル
ー
）

価
格　

５
０
０
円
（
税
込
み
）

販
売
期
間　

10
月
18
日
㈫
～
12
月 

   

22
日
㈭
（
完
売
次
第
終
了
）

販
売
場
所　

商
工
課
（
市
役
所
４

　

階
）、
環
境
産
業
課
（
総
合
支

　

所
２
階
）

★
商
工
課
☎
�
１
１
７
５
、
環
境

　

産
業
課
☎
�
１
３
３
１
（
内
線

　

２
３
３
）
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お
知
ら
せ

スポレクフェスタ 2011 に参加しませんか

　「市民一人１スポーツ」、これは市民一人ひとりが自
分に合ったスポーツ・レクリエーションに親しみ、心
身の健康の増進を図ることを目標に、市が掲げている
合言葉です。
　この「市民一人１スポーツ」の推進に向け、多くの
関係者のご協力のもと、10月10日の体育の日、本庄総
合公園体育館（シルクドーム）をメイン会場に「スポ
レクフェスタ2011」を開催します。
　今回のスポレクフェスタは、昨年までの内容から大
きく進化したイベントとなります。
　当日は、午前９時から始まりますが、これまでの運
動会形式とは異なり、午前中はメイン会場であるシル
クドームや複数の体育施設において、市内の各スポー
ツ・レクリエーション団体により、市民向けのイベン
ト（体験コーナー、教室、ゲーム、観戦など 21 の内容）
を開催します。
　多くの団体による工夫をこらしたイベントを準備し

ていますので、ご自分のお好きなところ、興味関心の
あるところに、ご家族やご友人とお誘い合わせのうえ、
お気軽に参加して、スポーツ・レクリエーションの楽
しさを実感していただければと思います。
　午後からは、シルクドームのメイン会場において、
アトラクションやあらかじめ申し込まれた団体による
玉入れ競技が行われます。なお、当日アトラクション
や各イベント等に参加又は観覧された方には「参加証」
を差し上げます。
　「参加証」をお持ちの方はシルクドームのメイン会場
で賞品を受け取れるほか、閉会式の後に行われる「チャ
リティクイズ大会」にも参加できます。
　このクイズ大会は、被災地支援を目的としております。
本庄商工会議所にスポンサーになっていただき、東北地
方の名産品など豪華景品が当たります。どうぞお楽しみに。
　みなさんがご家族ご友人と様々なスポーツ・レクリ
エーションに親しみ、すばらしい秋の１日をお過ごし
くださいますようご案内申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　   本庄市長



※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。　

★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
３日㈪・11日㈫・17日㈪・24日㈪・31日㈪・11月７日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日　　 　　☎�８１２６
３日㈪・11日㈫・17日㈪・24日㈪・31日㈪・11月７日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
１日㈯〜４日㈫、28日㈮〜31日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合

からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

今月の納税納付[納期限：10月31日㈪]
・市県民税　　３期　・国民健康保険税　　　　４期
・介護保険料　４期　・後期高齢者医療保険料　４期

―市税夜間収納窓口のお知らせ―
日時　10月５日㈬・11月７日㈪　午後５時15分～７時
場所   ・市役所１階　　収納課☎�１１２０
　　　・総合支所１階　市民福祉課税務係
　　　　　　　　　　 ☎�１３３１（内線３２２）
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口
を、総合支所へお越しの際は正面玄関をご利用ください。

19 平成23年10月１日号

「
小
児
の
救
急
医
療
講
演
会
」

～
こ
ど
も
の
健
康
み
ん
な
で

支
え
愛
～
を
開
催

　

休
日
や
夜
間
に
子
ど
も
の
具
合

が
急
に
悪
く
な
っ
た
と
き
、
あ
な

た
な
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

　

子
ど
も
が
か
か
り
や
す
い
病
気

の
こ
と
や
そ
の
対
処
方
法
、
ま
た

適
切
な
医
療
機
関
で
の
受
診
方
法

な
ど
、
専
門
の
医
師
が
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

日
時　

11
月
６
日
㈰　

午
前
10
時
～

　

11
時
30
分

会
場　

い
ず
み
保
育
所

講
師　

富
沢　

峰
雄　

先
生
（
本

　

庄
市
児
玉
郡
医
師
会
員
）

内
容　
「
子
ど
も
の
急
病
対
処
方

　

法
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

　

法
」

定
員　

１
３
０
人　

費
用　

無
料

申
込　

10
月
７
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

へ
※
希
望
者
は
講
演
中
お
子
さ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す
。（
定
員
25
人
）

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
２

　

０
０
３

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
実
施
し
ま
す

　

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
予
診

票
（
９
月
末
に
発
送
）
を
持
参
の

う
え
、
同
封
の
契
約
実
施
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
入

等
に
よ
り
予
診
表
が
届
い
て
い
な

い
人
は
、
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

○
65
歳
以
上
の
人
（
昭
和
21
年
12   

 
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※
こ
れ
か
ら
65
歳
に
な
る
人
は
、

65
歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
て
か
ら
接

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
（
昭

   
和
22
年
１
月
１
日
か
ら
昭
和
26   

  
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た 

   

人
）
で
、
一
定
の
心
臓
・
じ
ん 

   

臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
又 

   

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

　

よ
る
免
疫
機
能
の
障
害
を
有
す

　

る
人

期
間　

10
月
１
日
㈯
～
平
成
24
年

　

２
月
29
日
㈬

自
己
負
担
額　

１
、
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
無
料
。

回
数　

期
間
中
１
回
の
み

※
か
か
り
つ
け
医
が
埼
玉
県
内
の

他
市
町
村
に
い
る
場
合
、
10
月
20

日
㈭
か
ら
12
月
25
日
㈰
ま
で
の
期

間
は
、
本
庄
市
・
児
玉
郡
以
外
の

契
約
医
療
機
関
で
も
接
種
で
き
ま

す
。

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
�
２

　

０
０
３

巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談
を
実
施

　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、
聴
覚
障
害
者
の
た
め
に
、

巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

日
時　

11
月
２
日
㈬　

午
前
10
時
～

　

正
午

会
場　

市
役
所
５
階
５
０
２
会
議

　

室
対
象　

聴
覚
障
害
者
又
は
聴
覚
障

　

害
者
に
関
わ
り
の
あ
る
人

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
午
後
に
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
事
前
に
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

　

ン
タ
ー
☎
０
４
８
―
８
１
４
―

　

３
３
５
３
・
蕭
０
４
８
―
８
１

　

４
―
３
３
５
５

★
障
害
福
祉
課
☎
�
１
１
２
５
・

　

蕭
�
１
９
６
３

「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室
」
を

開
催

　

犬
に
関
す
る
法
令
や
適
正
な
飼

い
方
を
学
び
、
家
族
の
一
員
と
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
犬
の
し
つ
け
方

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
講
習    「
法
令
、
犬
の
習
性
、   

   

行
動
、
し
つ
け
方
、
問
題
行
動  

   

に
つ
い
て
」

日
時　

11
月
８
日
㈫　

午
後
１
時  

   

30
分
～
３
時
30
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

②
実
技　
「
基
本
的
な
ト
レ
ー
ニ 

   

ン
グ
」

日
時　

11
月
11
日
㈮
・
15
日
㈫
・  

  

22
日
㈫
・
29
日
㈫　

全
４
回　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

対
象　

生
後
６
か
月
以
上
１
年
未 

   

満
の
愛
犬
と
飼
い
主
（
こ
れ
か

　

ら
犬
を
飼
う
予
定
の
人
も
参
加

　

で
き
ま
す
。）

定
員　

８
人
（
先
着
順
）

《
①
②
共
通
》

会
場　

本
庄
保
健
所

参
加
費　

無
料

※
講
習
参
加
者
は
①
の
み
、
実
技

参
加
者
は
①
と
②
へ
の
参
加
（
全

５
回
）
と
な
り
ま
す
。

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１



催

し

20

「
夫
婦
の
日
・
い
き
い
き
足
ツ

ボ
講
座
」
を
開
催

　

充
実
し
た
生
活
の
基
礎
と
な
る

健
康
で
や
す
ら
ぎ
の
あ
る
関
係
を

築
く
た
め
、
夫
婦
で
仲
良
く
足
ツ

ボ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
22
日
㈯　

午
後
１
時

　

30
分
～
３
時
30
分

会
場　

中
央
公
民
館

講
師　

岡
田　

典
之　

先
生
（
整

　

体
師
）

対
象　

本
庄
市
在
住
・
在
勤
者

定
員　

10
組
20
人
（
多
数
の
場
合 

   

抽
選
）

費
用　

無
料

用
意　

バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル

申
込　

10
月
19
日
㈬
ま
で
に
電
話 

   

又
は
直
接
左
記
へ

★
人
権
推
進
課
☎
�
１
１
５
９

「
管
理
監
督
者
強
化
研
修
」
～

ビ
ジ
ョ
ン
や
方
向
性
を
示
す

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
揮
、
部
下

の
た
め
の
環
境
づ
く
り
～
を

開
催

　　

地
域
産
業
の
基
盤
を
強
化
し
、

企
業
の
次
世
代
に
資
す
る
人
材
を

育
成
す
る
た
め
、
管
理
・
監
督
者

を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

経
営
革
新
を
図
る
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
能
力
を
強
化
す
る
た
め
に
も
、

当
研
修
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
22
日
㈫
・
29
日
㈫　

　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
～
午

　

後
４
時
45
分

会
場　

早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
・

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
ス
キ

　

ル
、
組
織
活
性
化
と
人
材
育
成
、

　

変
革
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己
変

　

革
な
ど
を
討
議
や
演
習
で
習
得

定
員　

30
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
費　

１
０
、
０
０
０
円
（
テ

　

キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申
込　

11
月
15
日
㈫
ま
で
に
、
住

　

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電

　
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　

を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

又
は
電
話
で
左
記
へ

★
㈶
本
庄
国
際
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

　

研
究
推
進
機
構
☎
�
７
４
５
５・

　

蕭
�
７
４
６
５

精
神
保
健
相
談
・
ひ
き
こ
も
り

専
門
相
談
を
実
施

　   

精
神
的
な
病
気
や
悩
み
に
つ
い

て
は
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
、
青

年
期
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て
は

臨
床
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

①
精
神
保
健
相
談

日
時　

10
月
24
日
㈪　

午
後
１
時
～

②
ひ
き
こ
も
り
専
門
相
談

日
時　

10
月
14
日
㈮
、
11
月
11
日

　

㈮　

午
後
１
時
30
分
～

＊
①
②
と
も
事
前
の
予
約
が
必
要

　

で
す
。
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

は
左
記
へ

★
本
庄
保
健
所
☎
�
６
４
８
１

埼
玉
県
介
護
者
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　本
庄
を
開
催

　

本
格
的
な
超
高
齢
者
社
会
に
入

り
、
介
護
を
す
る
人
達
が
増
え
て

き
て
い
ま
す
。
介
護
に
あ
た
り
、

気
軽
に
相
談
を
す
る
機
会
や
地
域

の
サ
ー
ビ
ス
を
知
る
場
が
少
な
い

な
ど
、
介
護
者
と
そ
の
生
活
を
支

え
る
仕
組
み
は
十
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

介
護
を
す
る
人
を
支
え
る
た
め

に
必
要
な
こ
と
を
学
び
、
誰
も
が

住
み
な
れ
た
ま
ち
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
15
日
㈯
・
22
日
㈯
・

　

11
月
12
日
㈯
・
26
日
㈯　

全
４

　

回　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

　
分

会
場　

市
民
文
化
会
館

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス

　

ト
代
）

＊
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ

★
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
本

　

庄
☎
・
蕭
�
４
５
０
０

久
々
宇
コ
ス
モ
ス
祭
り
を
開

催
　

久
々
宇
コ
ス
モ
ス
会
で
は
、
コ

ス
モ
ス
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

   

祭
り
終
了
後
に
は
、
コ
ス
モ
ス

の
摘
み
取
り
が
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
22
日
㈯　

正
午
～
午  

   

後
６
時
（
雨
天
の
場
合
は
23
日 

   

㈰
に
順
延
）

会
場　

久
々
宇
集
落
北
側
（
備
前 

   

堀
橋
手
前
）

内
容　

あ
づ
ま
音
頭
、
民
踊
、
農 

   

産
物
な
ど
の
バ
ザ
ー
ほ
か

※
10
月
頃
に
児
玉
町
小
平
の
百
体

観
音
堂
付
近
で
も
コ
ス
モ
ス
が
見

頃
を
迎
え
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★
自
治
防
災
課
☎
�
１
１
１
８

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

in
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〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
「
ハ
ッ

ピ
ー
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
！
」
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い

   

み
ん
な
で
楽
し
い
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
29
日
㈯　

午
後
２
時
～

対
象　

小
学
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

10
月
15
日
㈯
か
ら
、
電
話   

   

又
は
直
接
左
記
へ

★
前
原
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
８

   

２
０

日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
つ

り
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

　

工
作
や
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

駐
車
場
は
、
本
庄
東
中
学
校
、

本
庄
東
公
民
館
も
ご
利
用
で
き
ま

す
。

日
時　

10
月
22
日
㈯　

午
後
２
時
～  

    

３
時
30
分

内
容　

ゲ
ー
ム
、
バ
ザ
ー
、
お
菓  

   

子
つ
り
、
工
作
ほ
か

対
象　

幼
児
・
小
学
生

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

用
意　

袋
（
作
っ
た
も
の
等
を
持 

   

ち
帰
る
の
に
使
い
ま
す
。）

申
込　

10
月
11
日
㈫
午
前
９
時
か    

   

ら
電
話
又
は
直
接
左
記
へ

★
日
の
出
児
童
セ
ン
タ
ー
☎
�
０

   

４
２
０

県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校
第

　

回
夢
祭
を
開
催

　　
今
年
は
『
一
歩
～
誰
か
の
た
め

に
今
で
き
る
こ
と
～
』
を
テ
ー
マ

に
、
小
学
部
１
年
生
か
ら
高
等
部

３
年
生
ま
で
の
全
校
児
童
生
徒
が

力
を
合
わ
せ
て
、
夢
祭
の
準
備
を

し
て
い
ま
す
。

   

夢
祭
は
、
日
頃
の
学
習
成
果
の

発
表
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
周

辺
地
域
の
み
な
さ
ん
と
広
く
交
流

を
深
め
る
機
会
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
の

元
気
で
明
る
い
笑
顔
と
が
ん
ば
っ

て
い
る
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
５
日
㈯　

午
前
９
時  

　

30
分
～
午
後
２
時
30
分

内
容　

作
品
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
発

　

表
、
各
学
年
・
グ
ル
ー
プ
で
の

　

催
し
物
、
高
等
部
生
徒
の
作
品

　

販
売

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★
埼
玉
県
立
熊
谷
特
別
支
援
学
校

　

☎
０
４
８
―
５
３
２
―
３
６
８

　

９
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
・

が
ん
ば
ろ
う
日
本
「
第
 回

児
玉
商
工
ま
つ
り
」
を
開
催

     

市
内
児
玉
地
域
の
事
業
所
が
日

頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
み
な

さ
ん
に
よ
い
品
を
安
く
ご
提
供
し

ま
す
。

　

ま
た
、
大
抽
選
会
や
ゲ
ー
ム
、

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
、
八
木
節
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
行
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
～    

   

午
後
３
時
30
分

会
場　

児
玉
駅
前
通
り

★
児
玉
商
工
会
☎
�
１
５
５
６

県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

平
成　

年
４
月
入
校
生
を
募

集

   

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

２
年
コ
ー
ス
の
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。
就
職
に
必
要
な
知
識
や
技

能
を
取
得
す
る
た
め
の
実
技
を
中

心
と
し
た
職
業
訓
練
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

募
集
科
目　

建
築
科
、
自
動
車
整   

   

備
科

対
象　

お
お
む
ね
30
歳
ま
で
の
求

　

職
者
（
自
動
車
整
備
科
は
高
等

　

学
校
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）

　

以
上
）

定
員　

建
築
科
20
人
、
自
動
車
整

　

備
科
25
人

選
考
日　

10
月
28
日
㈮　

午
前
９

　

時
～

会
場　

熊
谷
高
等
技
術
専
門
校

選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
国
語
・

　

数
学
）、
面
接
試
験

合
格
発
表　

11
月
４
日
㈮

申
込　

10
月
３
日
㈪
か
ら
24
日
㈪

　

ま
で
に
直
接
左
記
へ

※
施
設
見
学
は
随
時
受
け
付
け
を

し
て
い
ま
す
。

★
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
☎
０
４

　

８
―
５
３
２
―
６
５
５
９

  26    

      44

     24 募

集



公

民

館

ス
ポ
ー
ツ

22

本
庄
准
看
護
学
校
平
成　

年
度

新
入
生
を
募
集

　

准
看
護
師
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

働
き
な
が
ら
学
べ
ま
す
。

◎
一
次
募
集

出
願
期
間　

平
成
24
年
１
月
４
日   

   

㈬
～
12
日
㈭

試
験
日　

平
成
24
年
１
月
15
日
㈰

※
二
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
３
月
に
実
施
予
定
で
す
。

※
管
内
の
医
療
施
設
に
所
属
す
る

こ
と
に
よ
り
、
納
入
金
の
減
免
措

置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
病
院
や

施
設
で
働
い
て
い
な
い
人
も
入
学

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）
詳
し

く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

★
本
庄
准
看
護
学
校
☎
�
１
０
４

　

１
本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
を
開
催

日
時

・
中
学
生
の
部　

11
月
６
日
㈰

・
一
般
の
部　

11
月
13
日
㈰

   

受
付　

午
前
８
時
30
分

　

開
会
式　

午
前
９
時

会
場　

若
泉
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

　

ト
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者
及
び
連
盟
加
盟
ク
ラ
ブ

　

所
属
の
ク
ラ
ブ
員

参
加
費　
（
１
チ
ー
ム
）

　

中
学
生
・
高
校
生　

無
料

　

一
般　

１
、
０
０
０
円

競
技
方
法　

リ
ー
グ
戦
及
び
ト
ー

　

ナ
メ
ン
ト
戦

表
彰　

各
部
３
位
入
賞
者

申
込　

10
月
20
日
㈭
ま
で
に
ソ
フ

　

ト
テ
ニ
ス
連
盟
・
新
井
（
蕭
�

　

９
８
３
４
）
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催

日
時　

11
月
20
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時

　

開
始　

午
前
10
時

会
場　

シ
ル
ク
ド
ー
ム

種
目　

９
人
制
男
子
・
女
子
の
部

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の

　

社
会
人
で
構
成
す
る
チ
ー
ム

参
加
費　
（
１
チ
ー
ム
）　

　

一
般　

３
、
０
０
０
円

　

連
盟
加
盟　

１
、
５
０
０
円

申
込　

10
月
28
日
㈮
ま
で
に
バ
レ
ー

　
ボ
ー
ル
連
盟
事
務
局
・
戸
森
（
☎

　

�
１
３
７
５
）
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催

日
時　

11
月
16
日
㈬

　

受
付　

午
前
７
時
30
分

　

開
始　

午
前
８
時

会
場　

上
里
ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・

　

在
学
者

定
員　

１
２
０
人

費
用

・
参
加
費　

４
、
０
０
０
円

・
プ
レ
ー
費　

５
、
５
０
０
円
（
昼

　

食
代
等
を
含
む
）

・
年
会
費　

１
、
０
０
０
円
（
今

　

年
度
初
参
加
の
人
）

申
込　

10
月
30
日
㈰
ま
で
に
市
民

　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
関
根
（
☎
�

　

３
３
３
３
）
へ

本
庄
市
体
育
協
会
主
催
「
市
民

弓
道
大
会
」
を
開
催

日
時　

11
月
12
日
㈯

・
高
校
生
の
部　

午
前
９
時

・
一
般
の
部　

午
後
１
時

　

受
付　

午
前
８
時
30
分

会
場　

弓
道
場

参
加
資
格　

市
内
在
住
者
・
県
北

　

各
高
校
・
県
北
各
弓
道
連
盟
の

　

招
待
選
手

種
目　

・
近
的
一
般
の
部
（
三
段
以
下
、

　

四
段
以
上
）

・
近
的
高
校
生
の
部
（
男
子
、
女

　

子
）

参
加
費　

無
料

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

左
記
へ
（
当
日
会
場
で
も
申
し

　

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。）

★
弓
道
連
盟
・
今
野
☎
�
１
４
４ 

   

６

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。　
　
　
　
　
　

中
央
公
民
館
☎
�
２
７
９
８

◆
11
月
の
パ
ソ
コ
ン
無
料
開
放
日

　

初
級
者
で
パ
ソ
コ
ン
を
練
習
し

た
い
人
は
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
当
日
直
接
公
民
館
へ
。

開
放
日　

毎
週
火
・
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
～
正
午
、 

午
後

   

１
時
～
４
時

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
者
が
常

駐
し
、
初
級
者
レ
ベ
ル
の
内
容
で

あ
れ
ば
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
11

月
15
日
㈫
は
、
午
前
９
時
か
ら
正

午
ま
で
パ
ソ
コ
ン
相
談
日
と
し
て

指
導
員
も
常
駐
し
ま
す
。

◆
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

日
時　

10
月
19
日
か
ら
11
月
２
日  

   

ま
で
の
毎
週
水
曜
日　

全
３
回

   

午
前
９
時
～
正
午

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人 

（
先
着
順
）

費
用　

１
、
８
０
０
円

申
込　

10
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又    

   
は
直
接
公
民
館
へ

◆
ワ
ー
ド
基
礎
講
習
会

   

基
礎
的
な
操
作
を
学
び
、
簡
単

な
文
章
を
作
成
・
編
集
し
ま
す
。

日
時　

11
月
７
日
か
ら
28
日
ま
で

　

の
毎
週
月
曜
日　

全
４
回　

午

　

前
９
時
～
正
午

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
４
０
０
円

申
込　

10
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又   

   

は
直
接
公
民
館
へ

◆
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習
会

　

表
計
算
ソ
フ
ト｢

エ
ク
セ
ル｣

で
、
表
や
グ
ラ
フ
を
作
成
し
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
か
ら
12
月
14
日    

   

ま
で
の
毎
週
水
曜
日
（
11
月
23

　
日
は
お
休
み
）　

全
４
回   

午

　

後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

講
師　

南　

徳
美　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

費
用　

２
、
４
０
０
円

申
込　

10
月
14
日
㈮
か
ら
電
話
又    

   

は
直
接
公
民
館
へ

◆
本
庄
歴
史
講
座

　
「
本
庄
の
あ
ゆ
み
」・「
本
庄
の

祭
り
」・「
青
い
目
の
人
形
」
な

ど
本
庄
の
歴
史
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
17
日
か
ら
31
日
ま
で

　

の
毎
週
月
曜
日　

全
３
回　

午

　

前
10
時
～
正
午

講
師　

柴
崎　

起
三
雄　

先
生

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

10
月
11
日
㈫
か
ら
電
話
又    

   

は
直
接
公
民
館
へ

         24



23 平成23年10月１日号

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
内
）

　
　
　
　
　
　

  

☎
�
８
８
５
１

◆
児
玉
茶
道
会
主
催
「
秋
の
お
茶

会
」

  

お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
16
日
㈰　

午
前
10
時
～   

    

午
後
３
時

費
用　

１
、
０
０
０
円
（
２
席
分  

   

茶
・
菓
子
代
）

※
当
日
券
も
あ
り
ま
す
。

本
庄
公
民
館
☎
�
７
３
８
３

◆
絵
手
紙
教
室

   

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生

か
し
た
絵
手
紙
を
、
楽
し
み
な
が

ら
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
作
っ
て

楽
し
い
、
も
ら
っ
て
う
れ
し
い
絵

手
紙
作
り
で
す
。

日
時　

10
月
20
日
㈭
・
27
日
㈭

   

全
２
回　

午
後
１
時
30
分
～
３     

   

時
30
分　

場
所　

中
央
公
民
館

講
師   

中
野　

幸
恵　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　
　
　

費
用　

１
、
０
０
０
円

用
意　

定
規
、
鉛
筆
、
は
さ
み

申
込　

10
月
11
日
㈫
か
ら
電
話
又   

   

は
直
接
公
民
館
（
中
央
公
民
館

   

内
）
へ　
　
　
　
　
　
　
　

◆
第
47
回
本
庄
市
民
短
歌
コ
ン
ク
ー

ル
作
品
募
集

　

本
庄
公
民
館
・
本
庄
短
歌
会
で

は
、「
第
47
回
本
庄
市
民
短
歌
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

作
品    

１
人
２
首
（
未
発
表
作
品
）

応
募
方
法　

郵
便
番
号
・
住
所
・

　

氏
名
・
電
話
番
号
（
小
・
中
学

　

生
は
学
校
名
・
学
年
も
）
を
記

　

入
の
う
え
、左
記
へ
郵
送
、フ
ァ
ッ

　

ク
ス
又
は
直
接
応
募

※
応
募
用
紙
は
、
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。（
任
意
の
用
紙
で
も
可
）

応
募
先　

〒
３
６
７
―
０
０
３
１

   

本
庄
市
北
堀
１
４
２
２　

中
央

   

公
民
館
内
本
庄
公
民
館　
　
　

　

蕭
�
７
３
８
３

応
募
締
切
（
必
着
）

　

小
・
中
学
生　

10
月
21
日
㈮

　

一
般　
　
　
　

10
月
28
日
㈮

※
12
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か

ら
、
本
庄
公
民
館
（
中
央
公
民
館

内
）
で
成
績
発
表
会
を
開
催
す
る

予
定
で
す
。
入
賞
者
に
は
、賞
状
・

記
念
品
を
授
与
し
ま
す
。

本
庄
東
公
民
館
☎
�
３
４
０
４

◆
み
そ
漬
け
教
室

　

無
添
加
で
お
い
し
く
、
２
～
３

日
で
簡
単
に
出
来
る
み
そ
漬
け
を

作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
26
日
㈬　

午
後
１
時    

   

30
分
～
３
時
30
分

講
師　

中
沢　

弘
子　

先
生

定
員　

25
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、
５
０
０
円

用
意　

筆
記
用
具
、
タ
オ
ル

申
込　

10
月
11
日
㈫
か
ら
電
話
又   

   

は
直
接
公
民
館
へ

※
材
料
の
み
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

本
庄
西
公
民
館
☎
�
８
７
８
６

◆
本
庄
歴
史
散
歩

   

本
庄
城
と
そ
の
周
辺
の
史
跡
や

文
化
財
、
寺
社
等
を
め
ぐ
り
な
が

ら
、
本
庄
市
街
地
を
中
心
と
し
た

本
庄
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

日
時　

10
月
25
日
㈫　

午
前
９
時   

   

30
分
～
正
午

講
師　

市
文
化
財
保
護
課
職
員

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

集
合
場
所　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー

　

ル
用
意　

帽
子
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

　

具
申
込　

10
月
12
日
㈬
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

　各公民館で活動しているクラブの活動成果を発表します。お誘い合わせの
うえ、お気軽にお出かけください。みなさんのお越しをお待ちしています。

◆本庄西公民館（☎�８７８６）　　　　　　　　　　

日時　10月15日㈯・16日㈰　午前９時～午後４時（16日㈰は午後３時まで）
実演　フラダンス
展示　編み物、将棋、囲碁、パッチワーク、繭玉工芸、籐細工、絵手紙、和      
  紙ちぎり絵、木目込み人形、太極拳、卓球、ヨガ、ストレッチ体操、
　ジャズダンス、社交ダンス、あそび上手、短歌、カラオケ

◆本庄南公民館（☎�８７８５）

日時　10月29日㈯・30日㈰　午前９時～午後８時（30日㈰は午後２時まで）
実演　合唱、カラオケ、箏、新日本舞踊、紅茶、ゲートボール
展示　木目込み人形、篆

てん

刻、水彩画、陶芸、絵手紙、編み物、ちぎり絵、着物 

   着付

文書発表　料理、卓球、社交ダンス、ヨーガ、囲碁、着物着付
※チャリティバザーもあります。

◆北泉公民館（☎�２４８４）

日時　10月22日㈯・23日㈰　午前９時～午後４時（23日㈰は午後３時まで）
実演　カラオケ、大正琴、日本舞踊、囲碁
展示　紙粘土、手編み、パッチワーク、絵手紙、ちぎり絵、木目込み人形、     
   書道、ビーズ、寄せ植え、フランス刺

ししゅう

繍

公民館クラブ発表会
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本
庄
南
公
民
館
☎
�
８
７
８
５

◆
飾
り
巻
き
寿
司
教
室

   

ト
ン
ボ
巻
き
、
花
巻
き
な
ど
、

お
い
し
く
美
し
い
飾
り
巻
き
寿
司

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て

の
人
大
歓
迎
で
す
。

日
時　

11
月
10
日
㈭　

午
前
９
時  

   

30
分
～
11
時
30
分

講
師　

市
食
生
活
改
善
推
進
員

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ   

   

オ
ル
、
持
ち
帰
り
容
器
、
筆
記   

   

用
具

申
込　

10
月
26
日
㈬
か
ら
電
話
又  

   

は
直
接
公
民
館
へ

◆
庭
木
の
剪せ
ん

定
、
枝
の
作
り
方
教

室
　

９
月
の
開
催
で
大
好
評
を
博
し
、

ご
要
望
に
応
え
て
の
開
催
で
す
。

   

庭
木
の
剪
定
の
仕
方
や
枝
の
作

り
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

手
入
れ
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
っ

た
後
に
は
、
剪
定
実
習
を
行
い
ま

す
。
実
習
後
は
、
苗
木
を
配
布
し

ま
す
。

日
時　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

　

全
２
回　

午
前
９
時
30
分
～
11

　

時
30
分

講
師　

阪
上　

た
つ
子　

先
生

　
［
１
級
造
園
技
能
士
（
埼
玉
県

　

女
性
第
１
号
）］

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

用
意　

活
動
し
や
す
い
服
装
、
運

　

動
靴
、
帽
子
、
筆
記
用
具
、
剪

　

定
は
さ
み
（
持
っ
て
い
る
人
）、

　

木
は
さ
み
（
持
っ
て
い
る
人
）

申
込　

10
月
17
日
㈪
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館
☎
�
２
３
３
２

◆
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室　

　

思
い
出
の
着
物
や
、
着
な
く
な
っ

た
着
物
を
洋
服
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し

ま
せ
ん
か
。（
見
本
が
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。）　

日
時　

10
月
18
日
㈫
・
25
日
㈫

　

全
２
回　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　

横
倉　

恵
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用
意　

リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
い
着
物

　

を
ほ
ど
い
た
も
の
、
裁
縫
道
具
、

　

50
㎝
も
の
さ
し
（
持
っ
て
い
る

　

人
）、型
紙
用
紙
（
カ
レ
ン
ダ
ー

　

や
障
子
紙
等
）、
筆
記
用
具  

申
込　

10
月
７
日
㈮
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

◆
骨
盤
体
操
教
室　

　

骨
盤
を
中
心
に
全
身
の
骨
格
を

調
整
し
、
健
康
で
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
24
日
か
ら
11
月
14
日

　

ま
で
の
毎
週
月
曜
日　

全
４
回

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

講
師　

染
谷　

信
子　

先
生

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

費
用　

無
料

用
意　

動
き
や
す
い
服
装
、
ヨ
ガ

　

マ
ッ
ト
又
は
厚
み
の
あ
る
マ
ッ

　

ト
、
飲
み
物  

申
込　

10
月
11
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

仁
手
公
民
館
☎
�
３
５
３
８

◆
料
理
教
室

　

秋
の
味
覚
を
楽
し
む
料
理
教
室

で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

10
月
21
日
㈮　

午
前
９
時

　

30
分
～
正
午

講
師　

森
谷　

典
子　

先
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

費
用　

４
０
０
円

用
意　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

　

ち
帰
り
容
器
、
タ
オ
ル
、
筆
記

　

用
具

申
込　

10
月
11
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

   

旭
公
民
館　

☎
�
５
９
４
０　

　

 ◆
実
用
書
道
教
室

   

毛
筆
（
小
筆
）
の
基
本
と
年
賀

状
の
宛
名
書
き
を
学
び
ま
す
。

日
時   

11
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で   

   

の
毎
週
金
曜
日　

全
４
回　

午   
   

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

講
師　

岩
上　

郁
子　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
０
０
円
（
資
料
・
材
料    

   

費
）

用
意　

小
筆
、
す
ず
り
（
小
さ
い   

   

も
の
で
よ
い
）、
墨
（
墨
液
可
）、 

   

文
鎮
、下
敷
き
、ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

      

シ
ュ

申
込　

10
月
13
日
㈭
か
ら
電
話
又   

   

は
直
接
公
民
館
へ

　   

北
泉
公
民
館
☎
�
２
４
８
４

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
教
室

   

バ
ラ
の
布
を
つ
な
い
で
、
秋
色

の
お
し
ゃ
れ
な
バ
ッ
グ
を
作
り
ま

せ
ん
か
。
広
い
マ
チ
で
使
い
や
す

い
で
す
。

日
時　

11
月
10
日
か
ら
12
月
１
日   

   
ま
で
の
毎
週
木
曜
日　

全
４
回

　

午
前
10
時
～
正
午

講
師　

椙
田　

晴
美　

先
生

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

費
用　

３
、
５
０
０
円　
　
　
　

用
意　

定
規
２
本
（
20
～
30
㎝
・

   

40
～
50
㎝
）、
２
Ｂ
鉛
筆
、
は   

　

さ
み
２
丁
（
布
用
・
紙
用
）、  

　

裁
縫
用
具

申
込　

10
月
20
日
㈭
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ

児
玉
公
民
館
☎
�
４
７
８
９

◆
小
学
生
親
子
わ
ら
鉄
砲
作
り
教

室
　
「
と
お
～
か
ん
や
、
と
お
か
ん

や
…
。」
昔
の
遊
び
を
親
子
で
体

験
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
５
日
㈯　

午
前
９
時
～

　

11
時

講
師　

児
玉
公
民
館
長

定
員　

親
子
10
組
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

10
月
25
日
㈫
か
ら
電
話
又

　

は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　

金
・
土
曜
日
の
み
受
付
）
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た
の
し
い
お
は
な
し
会

★
本
館

日
時　

10
月
８
日
㈯
・
22
日
㈯　

    
   

午
後
２
時
～

会
場　

本
館
児
童
室

内
容　
「
も
っ
た
い
な
い
」を
テ
ー

　

マ
と
し
た
絵
本
や
紙
芝
居

協
力　
「
よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル 

   

本
庄
ほ
ん
の
会
」
の
み
な
さ
ん

★
児
玉
分
館

日
時　

10
月
８
日
㈯　

午
前
11
時
～ 

    

11
時
30
分

会
場　

児
玉
分
館
親
子
よ
み
き
か 

   

せ
コ
ー
ナ
ー

内
容　

本
の
読
み
聞
か
せ
ほ
か

協
力 　
「
こ
だ
ま
お
話
し
の
会
」・

 

「
語
り
の
会
言こ
と
よ
り依
」
の
み
な
さ
ん

ビ
デ
オ
上
映
会
（
本
館
）

日
時　

10
月
15
日
㈯　

午
後
２
時
～

会
場　

本
館
視
聴
覚
室

内
容　

ア
ニ
メ
文
学
館
「
ビ
ル
マ

　

の
竪
琴
（
前
編
・
後
編
）」

定
員　

80
人
（
当
日
先
着
順
）

絵
本
と
わ
ら
べ
う
た
の

　
　
　

お
は
な
し
会
（
本
館
）

日
時　

10
月
６
日
㈭
・
11
月
10
日

　

㈭　

午
前
11
時
～
11
時
30
分

会
場　

本
館
児
童
室
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

　

ト
コ
ー
ナ
ー

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ

　

ら
べ
う
た
な
ど

対
象　

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

新
着
図
書
案
内
（
本
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

バ
ッ
グ
と
ポ
ー
チ
の
基
礎
Ｂ
Ｏ
Ｏ

　

Ｋ　

  

日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社 

発
行

誰
で
も
作
れ
る
万
華
鏡

　
　
　
　
　
　

    
照
木 
公
子 

著

も
う
怖
く
な
い
！
デ
ジ
タ
ル
機
器

　
　
　
　
　

  

日
本
放
送
協
会 
編

脳
の
す
べ
て
が
わ
か
る
本

　
　
　
　
　
　

    

岩
田 

誠 

監
修

ニ
ッ
ポ
ン
の
世
界
遺
産　

小
笠
原

　

  

地
球
の
歩
き
方
編
集
室 

編
集

人
に
は
聞
け
な
い
！
経
済
用
語
１

　

０
０　
　
　
　

    

中
野 

明 

著

ヒ
ー
ロ
ー
＆
ヒ
ロ
イ
ン
大
集
合　

　

ワ
ン
ア
イ
テ
ム
で
変
身
！

　
　
　
　
　

    

山
本 

和
子 

他
著

化
合　
　
　
　
　

    

今
野 

敏 

著

★
今
月
の
児
童
図
書

お
菓
子
の
由
来
物
語

　
　
　
　
　
　
　

    

猫
井 

登 

著

電
気
が
い
ち
ば
ん
わ
か
る
本

　
　

    

米
村 

で
ん
じ
ろ
う 

監
修

い
の
ち
の
食
べ
か
た

　
　
　
　
　
　
　

    

森 

達
也 

著

長
い
冬
休
み
（
上
・
下
）

　
　

  

ア
ー
サ
ー
・
ラ
ン
サ
ム 

著

怪
異
百
物
語
（
１
～
10
）　
　

    
  

不
思
議
な
世
界
を
考
え
る
会 

編

お
ば
け
の
チ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん

　
　
　

    

長
野 

ヒ
デ
子 

文
・
絵

新
着
図
書
案
内
（
児
玉
分
館
）

★
今
月
の
一
般
図
書

黄
泉
か
ら
来
た
女

　
　
　
　
　
　

    

内
田 

康
夫 

著

マ
ザ
ー
ズ　

    

金
原 

ひ
と
み 

著

私
の
ミ
ト
ン
さ
ん    

東 

直
子 

著

砂  

マ
イ
ケ
ル
・
ウ
ェ
ラ
ン
ド 

著

西
洋
美
術
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　
　

    

菅
野 
公
夫 

著

い
き
と
し
い
け
る
も
の

　
　
　
　
　
　

    

瀬
川 

康
男 

絵

逆
境
を
越
え
て
ゆ
く
者
へ

　
　
　
　
　

    

新
渡
戸 

稲
造 

著

Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｏ　

    

木
原 

浩
勝 

著

絵
手
紙
励
ま
し
の
こ
と
ば
集

　
　
　
　
　
　

    

大
森 

節
子 

編

★
今
月
の
児
童
図
書

よ
る
の
え
ん
て
い

　
　
　
　
　
　

    

佐
々
木 

洋 

文

お
さ
る
の
か
わ

　
　

    

い
と
う 

ひ
ろ
し 

作
・
絵

カ
メ
レ
オ
ン
を
飼
い
た
い
！

　
　
　
　
　
　

    

松
本 

祐
子 

作

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
イ
ズ
15
歳

　
　
　
　

    

は
ら
だ 

み
ず
き 

著

カ
ン
タ
ン
実
験
で
環
境
を
考
え
よ

　

う　
　
　
　

    

篠
原 

功
治 

著

み
ん
な
い
る

    

か
さ
は
ら 

の
り
ゆ
き 

作
・
絵

　
　
　

本　　館☎�３７４６
児玉分館☎�１７８３

開館時間／午前9時30分～午後6時15分
休館日／毎週月曜日
　　　　11日㈫（振替休館日）
　　11月１日㈫（館内整理日）
ホームページアドレス
http://www.lib.honjo.saitama.jp/

プラネタリウム
散歩

マーブルブックス
編

世界で一番美しい
人体図鑑

奈良 信雄 監訳

ぼくがきょうりゅう
だったとき

まつおか たつひで
作・絵

微生物の世界を
探検しよう
阿達 直樹 著

●インターネットで予約できる資料の範囲を拡大します
　インターネット予約は、これまで貸し出し中の資料に限ら
れていましたが、貸し出し中及び貸し出し可能な全資料に拡
大して予約ができるようになりました。
利用開始日　10月１日㈯～
※予約できる点数は１人につき図書・雑誌あわせて３点、視
聴覚資料１点です。利用するときは、事前にカウンターで手
続きが必要です。

●図書館で所蔵していない資料はリクエストできます
　図書館（本館・児玉分館）で所蔵していない資料が読みた
い場合、リクエストができるのをご存知ですか。県内の他館
から借用したり購入したりして、できるだけご希望にお答え
しています。
※リクエストできる点数は１人につき図書・雑誌あわせて
３点です。
※10月１日から、リクエストの受け付けは市内在住・在勤・
在学者のみとなります。

〜 図 書 館 か ら の お 知 ら せ 〜



　

※月・金曜日の「つどいの広場」の内容と「児童センターだより」は、市ホームページでご覧になれます。

日　程
前原つどいの広場

｢前原ルンルンタイム｣
午前10時～11時

日の出つどいの広場
「ひよっこ」

午前10時30分～11時30分

児玉つどいの広場
「児玉ワクワクタイム」

午前10時～11時
10月 ５日㈬ 玉入れ 本庄子育てネットの「ママサロン」 くだもの狩り
10月 12日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 ミニ運動会 誕生会
10月 19日㈬ 親子体操（講師：立石明子先生） 避難訓練（消防車がきます。） 本庄子育てネットの「ママサロン」
10月26日㈬ 誕生会とくだもの狩り 七五三の袋を作ろう おはなし広場「てんとうむし」
11月２日㈬ ｜ ｜ みの虫製作
11月 ９日㈬ おはなし広場「てんとうむし」 本庄子育てネットの「ママサロン」 誕生会

日　程 内　容 会　場
10月７日㈮ 絵本とともだち！ 前原児童センター
10月17日㈪ 絵本とともだち！ 日の出児童センター
10月24日㈪ 絵本とともだち！ 児玉つどいの広場
11月４日㈮ ミニ運動会 前原児童センター

実施時間は、各団体により異なります。また、天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
日　程 時　間 回 収 場 所 等 問 い 合 わ せ 先

10月16日㈰ 午前９時～11時 市役所

回収品目：古紙類・缶類 ハートtoハート　☎�９３００
（佐久間さんち）

午後１時〜３時 市民プラザ
10月２日㈰・
11月６日㈰ 午前９時～11時 総合支所

10月19日㈬ 随時受付 就労継続支援 B 型事業所「佐久間さんち」
（本庄高校北側）

ポノポノ　　　　☎�２１９５
（旧みどり作業所）　　
佐久間さんち　　☎�９３００

｢つどいの広場｣及び｢子育
てサロン｣のお問い合わせは、
各会場の児童センター（「児玉
つどいの広場」は前原児童セ
ンター）へ

26

８月の本庄市内における回収量は、以下のとおりです。
ご協力ありがとうございます。（合計38,832㎏）
○生きびん　    3,302㎏　○その他のびん  16,114㎏　○飲料用缶　7,920㎏
○その他の缶    1,272㎏　○ペットボトル  10,224㎏

　市では、誰もが身近にできる取り組みとして、ペットボトルなどの使い捨て容器ごみを出さない「みんなでマ
イボトル運動」を推進しています。10月は、行楽やスポーツで外出する機会も多いのではないでしょうか。そん
な時は、ぜひお気に入りの「マイボトル」を持って出かけましょう。私たち一人ひとり、環境への意識を変える
ことが、ライフスタイルを見直す第一歩ですので、みなさんご協力お願いします。　

★前原児童センター☎�９８２０

★日の出児童センター☎�０４２０
子育て支援のお知らせ（10月〜11月上旬）

　乳幼児の親子が交流する場を開催しています。また、下表の日程で、親子で
ふれあうあそびの講座なども行います。お気軽にお越しください。事前の申し
込みは不要です。
日時　毎週月・水・金曜日　午前９時～午後２時（祝日を除く）
場所　前原児童センター・日の出児童センター・総合支所第２庁舎３階子育て支援室

「つどいの広場」

子育てサロン（子育て支援講座「ゆうゆう｣）のご案内

資源ごみ回収量の報告

環境推進課 ☎�1172

環境産業課 ☎�1331(内線224）

時間　午前10時～11時30分
協力　子育て応援団「本庄びすけっと」のみな
　　　   さん
※お気軽にお越しください。事前の申し込み
は不要です。

～マイボトルでもごみの減量化！～

～小山川クリーンセンターへのごみの自己搬入手続きについて～

集団資源回収予定表

※市民プラザは閉鎖したため、牛乳パック・乾電池の回収を行いませんのでご注意ください。

　児玉郡市に在住する人が排出した家庭系ごみは、１回の搬入量が100kg以下については無料です。100Kgを超過
した場合、10kgごとに40円の手数料がかかります。
　市役所や総合支所で、事前に手続きをする必要はありません。
　搬入できるごみの基準等については、小山川クリーンセンター（☎�８２００）へお問い合わせください



相　談　名 日　　時 会　　場 相　談　名 日　　時 会　　場

同じ障害がある
人による相談

肢体不自由 随時受付

障害者生活支援
センター

ボッチャ練習会
10月26日㈬
午後１時30分〜
３時30分

エコーピア
視覚障害 事前受付

パソコン教室
毎週木曜日
午後１時30分〜
３時30分

もの作りクラブ
10月28日㈮
午後１時30分〜
３時30分

勤労青少年ホーム

絵手紙教室
10月22日㈯
午前９時30分〜
11時30分

勤労青少年ホーム
理学療法士による
相談

（身体障害のある人）

11月19日㈯
午後１時〜３時

市民相談・県民相談 　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分〜午後５時15分です。

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ

行 政 10月20日㈭　午前10時〜正午、午後１時〜３時

市役所１階 市民相談室 
　　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律
※ 予 約 制

10月12日㈬・19日㈬・26日㈬　午後１時～４時
※10月の相談予約は、９月20日㈫に電話受付開始
※11月の相談予約は、10月20日㈭から電話受付開始

弁 護 士 に
よ る 相 談

11月９日㈬
午後１時～４時　定員＝6人(先着順)

司法書士に
よ る 相 談

11月24日㈭
午後１時～４時　定員＝6人(先着順)

労 働 法 律
※ 予 約 制

11月16日㈬　午後１時～４時　定員＝6人(先着順)
相談員＝弁護士　※10月20日㈭から電話受付開始

不 動 産
※ 予 約 制

11月２日㈬　午後１時～４時　定員＝6人(先着順)
相談員＝宅地建物取引業本庄支部無料相談員
※10月20日㈭から電話受付開始	

年 金
※予約優先

10月13日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　※随時、電話受付

税 務
※予約優先

10月11日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士　※随時、電話受付

消 費 生 活

毎週月・木曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時〜３時30分
※10月17日㈪・24日㈪はお休みです。

市役所４階 商工課 商工課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（祝日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時〜３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
10月11日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 総合支所２階 研修室

人権推進課 ☎�１１５９
10月25日㈫　午前10時〜正午、午後１時〜３時 市役所１階 市民相談室

家 庭 児 童
毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時～午後４時 市役所１階 児童相談室 子育て支援課☎�１１２９

（家庭児童相談室）毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時～午後４時
※予約制（随時、電話受付） 児玉保健センター

教 育
（不登校等） 毎週月～金曜日(祝日を除く)　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日(祝日を除く)電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員(臨床心理士)
☎�７３３７

心 配 ご と

毎週月曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

10月３日㈪・10月17日㈪・11月７日㈪　午後１時～４時 総合支所２階 研修室 本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚 毎週水曜日（祝日を除く） 午後１時〜４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ 本庄市社会福祉協議会 本庄市社会福祉協議会

☎�２７５５

県  　 民
（行政・法律・心配ごと相談）

毎週月〜金曜日（祝日を除く）午前９時〜正午、
午後１時〜４時　相談員＝県民相談員

北部地域振興センター
 （熊谷地方庁舎１階）

北部地域振興センター
　　　☎048-522-6506法 　 律

※ 予 約 制
毎月第１・３・４水曜日（祝日の場合は翌日に振替）
午後１時〜４時　相談員＝弁護士

交 通 事 故 毎週月〜金曜日（祝日を除く）午前９時〜正午、
午後１時〜４時　相談員＝県民相談員

北部地域振興センター
　　　☎048-521-7300

障害者生活支援センター『さわやか』☎� 5620・FAX � 5640

市
　
　
民
　
　
相
　
　
談
　（
10
月
〜
11
月
）

県  

民  

相  

談
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内　容 対象となる人 日　時 その他
すくすく相談
( 育児 ･ 栄養相談、計測 ) 相談・計測希望の人 10月21日㈮

午前９時30分～11時
定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

母乳相談 母乳のことで相談がある人 10月21日㈮
午前９時30分～11時

定員あり。事前に電話予約してく
ださい。

おや親タマゴ

マタニティ
エクササイズ  これからママになる人 10月19日㈬

午前10時～正午
先着 20 人。事前に電話予約してく
ださい。

母乳・沐
もく

浴 これからママ・パパになる人 11月19日㈯
午前９時30分～正午

先着 20 組。事前に電話予約してく
ださい。

栄養 これからママになる人 11月25日㈮
午前９時30分～正午

先着 12 人。事前に電話予約してく
ださい。

内　容 対象となる人（お住まいの地域） 日　程 会　場

★３～４か月児健康診査
平成23年６月生まれ（本庄地域） 10月26日㈬ 本庄市保健センター

平成23年６月〜７月生まれ（児玉地域） 11月17日㈭ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆９～10か月児健康相談 平成22年12月生まれ（市内全域） 10月26日㈬ 本庄市保健センター

★１歳６か月児健康診査
平成22年３月生まれ（本庄地域） 10月24日㈪ 本庄市保健センター

平成22年３月〜４月生まれ（児玉地域） 11月16日㈬ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

☆２歳児健康相談 平成21年９月生まれ（市内全域） 10月25日㈫ 本庄市保健センター

★３歳児健康診査
平成20年９月生まれ（本庄地域） 10月25日㈫ 本庄市保健センター

平成20年９月〜10月生まれ（児玉地域） 11月15日㈫ 児 玉 保 健 セ ン タ ー

●育児相談・学級
【会場】本庄市保健センター

※電話による育児相談は随時受け付けています。各相談・教室の予約は、本庄市保健センター（☎�２００３）へ。

●乳幼児健康診査・健康相談
【受付時間】☆印…午前９時30分～10時20分、★印…午後１時～１時50分

※対象者には通知します。
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対
象　

市
内
に
住
民
登
録
（
外
国

　

人
登
録
）
を
有
す
る
、
中
学
１

　

年
生
～
高
校
１
年
生
に
相
当
す

　

る
年
齢
（
平
成
７
年
４
月
２
日
～

　

平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

　

の
女
子

接
種
費
用
（
自
己
負
担
額
）

　
　
　
　

１
回　

１
、
６
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
、
受
給

証
を
契
約
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
接
種
費
用
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

接
種
回
数　

３
回

※
初
回
接
種
か
ら
接
種
完
了
ま
で

に
６
か
月
間
か
か
り
ま
す
。

※
高
校
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
人
は
、
今
年
度
に
限
り
、
平
成

24
年
６
月
30
日
㈯
ま
で
接
種
期
間

を
延
長
し
ま
す
（
申
請
期
間
は
、

平
成
24
年
３
月
31
日
㈯
ま
で
）。

接
種
期
間
を
過
ぎ
て
接
種
し
た
場

合
は
、
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

手
続
方
法　

接
種
に
は
事
前
の
申

　

請
が
必
要
で
す
。
本
人
確
認
で

　

き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
や
運

　

転
免
許
証
な
ど
）、
母
子
健
康

　

手
帳
を
持
参
の
う
え
、
本
庄
市

　

保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
市
民
福
祉

　

課
（
総
合
支
所
１
階
）
ま
で
お

　

越
し
く
だ
さ
い
。

※
児
玉
総
合
支
所
で
申
請
し
た
場

合
、
予
診
票
な
ど
を
後
日
郵
送
し

ま
す
。
申
請
か
ら
接
種
ま
で
の
期

間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

接
種
方
法　

契
約
医
療
機
関
に
よ

　

る
個
別
接
種

注
意

・
予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
等

　

を
十
分
に
ご
理
解
の
う
え
、
接

　

種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
又
は
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
契
約
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し

　

た
場
合
は
、
助
成
対
象
に
な
り

　

ま
せ
ん
。

・
各
予
防
接
種
の
間
隔
等
を
十
分

　

に
確
認
し
、
接
種
計
画
を
立
て

　

て
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
国
の
方
針
等
に
よ
っ
て
変
更
が

　

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

５
月
２
日
か
ら
、
任
意
の
予
防
接
種
で
あ
る
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
な
ど
の
理
由
で
接
種
を
控
え
て
い
た

人
は
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

子
宮
頸け
い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す

★本庄市保健センター☎�２００３
※お問い合わせは、午前８時 30分からです。みんなのけんこうガイド



平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

対象者数 44,729 44,766 44,705 45,669

受診者数 率 2,816 6.3％ 3,875 8.7％ 4,418 9.9％ 4,618 10.1%

集団 率 1,838 4.1% 1,902 4.2% 2,384 5.3% 1,900 4.2%

個別 率 897 2.0% 1,973 4.4% 2,034 4.5% 2,718 6.0%

要精検者数 率 14 0.5％ 17 0.4％ 43 1.0％ 80 1.7％

精検受診者数 率 10 71％ 9 53％ 30 70％ 49 61％

がん発見者数 率 1 0.04％ 2 0.05% 3 0.07％ 4 0.09％
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子
宮
頸
が
ん
は
、ワ
ク
チ
ン
に
よ

る
予
防
接
種
と
定
期
的
な
検
診
で

１
０
０
％
予
防
で
き
る
！

　

世
界
各
国
で
は
、
子
宮
頸
が
ん

予
防
へ
の
意
識
が
高
く
、
ア
メ
リ

カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
約
80
％
の
女

性
が
定
期
的
に
検
診
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
や
先
進
国
で
は
『
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
は
、

女
性
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
』

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
で
は
子
宮
頸
が

ん
の
定
期
検
診
受
診
率
は
24
～
25

％
と
、
と
て
も
低
い
状
況
で
す
。

さ
ら
に
、
本
庄
市
・
児
玉
郡
の
現

況
と
な
る
と
、
図
①
に
示
す
よ
う

に
ど
の
地
区
に
お
い
て
も
10
％
前

後
と
全
国
平
均
よ
り
か
な
り
低
い

受
診
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）
の
持

続
的
感
染
に
よ
り
、
時
に
が
ん
に

な
る
可
能
性
の
あ
る
前
が
ん
状
態

の
異
形
成
と
進
行
し
ま
す
。
異
形

成
が
全
て
が
ん
に
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く
と

数
年
か
ら
10
数
年
く
ら
い
で
初
期

が
ん
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
を
放
置
す
れ
ば
、
浸
潤
が
ん

へ
と
進
行
し
て
い
き
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
定
期
的
（
１
～
２
年
ご

と
）
に
子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
で
、
異
形
成
や
初
期
が
ん

の
段
階
で
早
期
発
見
で
き
る
わ
け

で
す
。
早
期
発
見
で
き
れ
ば
１
０

０
％
治
癒
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
確

実
な
予
防
法
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
宮
頸
が
ん
に
は
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
子
宮
頸

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
ま
で
接
種
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ワ
ク

チ
ン
は
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と

し
て
最
も
高
頻
度
に
検
出
さ
れ
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
16
型
と
18
型
の
感
染
を
予

防
す
る
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
こ
の
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
り
、
子
宮
頸

が
ん
の
発
症
自
体
を
約
70
％
予
防

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
一
昨
年

12
月
に
日
本
で
も
発
売
さ
れ
、
徐

々
に
接
種
す
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
本
年
度
４
月
か
ら
、
中
学
１

年
～
高
校
１
年
生
を
対
象
に
公
費

の
補
助
を
受
け
、
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
子
宮
頸
が
ん
は
、

予
防
か
ら
早
期
発
見
ま
で
可
能
で

す
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
20
歳
代
か

ら
発
症
す
る
が
ん
で
す
。
早
期
発

見
し
異
形
成
の
段
階
で
治
療
を
行

え
ば
、
子
宮
を
摘
出
せ
ず
に
治
療

で
き
る
の
で
、
そ
の
後
の
妊
娠
や

出
産
に
も
ほ
と
ん
ど
影
響
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
宮
頸
が
ん
は
、
自
分

自
身
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気

な
の
で
す
。

　

表
①
に
示
す
よ
う
に
、
本
庄
市
・

児
玉
郡
の
検
診
受
診
率
は
、
10
％

前
後
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

毎
年
数
名
の
人
に
子
宮
頸
が
ん
が

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
検
診
の
受
診
者
が
増
加
す
れ
ば
、

更
に
前
が
ん
病
変
や
初
期
が
ん
で

発
見
さ
れ
る
人
が
増
え
、
子
宮
頸

が
ん
で
の
死
亡
率
が
低
下
す
る
は

ず
で
す
。
ぜ
ひ
、
市
町
村
の
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
利
用
し
、
定
期
的

に
検
診
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

肺
が
ん
・
結
核
検
診
を

　
　
　
　
　
　
　

実
施
し
ま
す

　
　

　

前
年
度
受
診
者
と
新
規
対
象
者

に
は
、
受
診
券
を
４
月
中
旬
に
郵

送
し
ま
し
た
。
受
診
券
が
手
元
に

な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る
場
合

は
、
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
（
事
前
の
予
約
は
不
要
）

①
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

日
程　

11
月
１
日
㈫
、
２
日
㈬
、

　

４
日
㈮
、
７
日
㈪
、
８
日
㈫

受
付
時
間　

午
前
８
時
45
分
～
10

　
時
、
午
後
１
時
～
２
時

②
児
玉
保
健
セ
ン
タ
ー
会
場

日
程　

10
月
28
日
㈮
、
31
日
㈪

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
10

　
時
、
午
後
１
時
～
２
時

《
①
②
共
通
》

対
象　

40
歳
以
上

検
診
内
容　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

　

影
、
肺
が
ん
の
喀か

く
た
ん痰
検
査
（
必

　

要
な
人
の
み
）

料
金　

２
０
０
円
（
喀
痰
検
査
が

　

必
要
な
人
は
、
別
途
５
０
０
円
）

※
各
会
場
で
は
、
大
腸
が
ん
検
診

の
受
付
も
実
施
し
ま
す
の
で
、
希

望
す
る
人
は
、
受
診
券
・
料
金
（
５

０
０
円
）
と
引
き
換
え
に
、
採
便

容
器
と
検
診
日
程
表
を
お
渡
し
し

ま
す
。

医療メモ
本庄市児玉郡医師会広報部

子宮頸がん検診
本庄市・児玉郡の現況と対策

6

7
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9

12

10

11

15

13

14

神川町

美里町

上里町

本庄市

埼玉県

Ｈ22Ｈ21Ｈ20Ｈ19

5.3

6.6

8.8

9.6

10.9

12.6

11.3

9.5
9.4

7.7

9.3

10.1
11.1

11.5

14.1

12.3

11.2

8.6

（％）

図①　子宮頸がん検診年度別受診率

表①　本庄市・児玉郡の子宮頸がん検診受診率
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晩秋を彩る、優美・華麗な山車まつり

30

本庄まつり　      11月２日㈬・３日㈷

こだま秋まつり　11月３日㈷
★本庄市観光協会（商工課内）☎�１１７４

上町（児玉町）の山車

南本町の連獅子

仲町の神武天皇

　 本 庄 ま つ り の 山 車 の 多 く は 、 明 治 初 期
の も の で す 。 「 鎮 守 様 の お 祭 り 」 と し て
親 し ま れ て い る 金 鑚 神 社 例 大 祭 に 附

つけまつ

祭 り
と し て 参 加 す る た め に 購 入 さ れ ま し た 。
　 1 1 月 の 「 本 庄 ま つ り 」 に 先 立 ち 、 先 人
が残してくれた「山車人形」と「山車装飾
品」の展示会を下記のとおり開催します。
市の伝統文化遺産の山車人形を間近で観ら
れる絶好の機会です。ぜひご覧ください。

＜日時＞　10月23日㈰～30日㈰　午前９時～午後５時（30日は正午まで）

＜場所＞　市役所１階市民ホール    ＜主催＞   本庄まつり保存会　★商工課☎�１１７４

休日急患診療のご案内は７ページをご覧ください。

「本庄まつり・山車人形展」にお出かけください「本庄まつり・山車人形展」にお出かけください

今年も

来てね！

泉町の山車

七軒町の加藤清正

晩秋を彩る、優美・華麗な山車まつり




